
1

Ⅲ 赤城山信仰と南麓集落にみる歴史的風致

【赤城山頂から南麓（東部）にかけての歴史的風致の概要】

日本百名山の一つに数えられ
る赤城山は、上毛かるたに「裾

すそ
野
の

は長し赤城山」の読み札がある
ように、東西に長く伸びる裾野
が特徴で、そのスケールは富士
山に匹敵するとも言われる。古
くから山岳信仰の対象として崇
められ、山体を大

だい
蛇
じゃ
や大

おお
百
むか
足
で
に

見立てた神話や山頂の沼地にま
つわる伝承などが数多く語り継がれている。山中には、神話の時代から近代まで幅広い年代の歴史的資
源が散見されるが、中でも赤城山を御神体とする神社では、群馬県の古い地名（上

こう
野
ずけ
・上

かみ
毛
つけ
）のルーツで

ある「上
かみ
毛
つけ
野
の
君
きみ
」の始祖とされる豊

とよ
城
き
入
いり
彦
ひこ

命
のみこと

（崇
す
神
じん
天
てん
皇
のう
の皇子）を祭神としており、記

き
紀
き
に伝わる皇族

由来の山として多くの武将、指導者層が参詣した記録が残る。
ふもとでは、冬場に「赤城颪

おろし
」と呼ばれる強い北風が吹き下ろす一方、山から流れ出る養分豊富な水

流が里村に豊かな実りをもたらし、古代から多くの人々が暮らしを営んできた。特に、西大室町・東大室
町には、現存する大室古墳群をはじめ大小 1,000 基以上の古墳があったとされ、有力な豪族の居住地で
あったことが推察されている。平安期には、ふもとの大

おお
胡
ご
地区から西部一帯を坂

ばん
東
どう
武
む
者
しゃ
の名門である大胡

氏が統治したが、室町期以降は長らく戦乱の時代が続き、上
かみ
泉
いずみ

町
まち
から新

にい
里
さと
町
まち
（桐生市）にかけて、山あ

いの地の利を生かして数多くの城が築かれた。江戸期以降、治世が安定すると、ふもとの集落は宿場町や
農村として定着し、それぞれの生活文化が営まれる中で独自の祭礼や神事が育まれていった。
そして現在、ふもとの集落は市町村を構成する行政区画に編入され、街並みの画一化が進むとともに、

社会情勢の変化やライフスタイルの多様化によって集落そのものの変容が進み、これまで育まれてきた
集落文化が失われつつある。赤城山自体も、かつてのような神域としての位置付けから観光地へと変化
し、昭和中期あたりまではにぎわいをみせたものの、交通事情の変化やレジャー産業が多様化する中で、
往時ほどの勢いはみられなくなっている。
しかしながら、前述の「赤城颪」をはじめ、県内では「赤城」の名がつく地名や道路、物産が数多くあ

り、人々の暮らしと密接な関りがある。加えて、NPO 法人赤城自然塾の調査によれば、平成 12 年（2000）
当時、県内小中学校 540 校のうち約 42%もの学校が校歌の一節に「赤城山」を使用しており、赤城山が
本市のみならず群馬県全体のシンボルとして認識されていることを示唆している。
そこで、人々の暮らしに寄り添い、群馬のシンボルでもある赤城山に再度の価値づけを行うため、山頂

からふもとまでの一帯にみられる歴史的風致を明らかにし、その維持向上を通じて、赤城山に対する理
解を深めるとともに、赤城山及び東部農村地域への観光振興につなげることを狙いとする。

市街地から見た赤城山
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̏ 赤城山信仰にみる歴史的風致

（̏）赤城への信仰と特徴的な神事
赤城神社は、赤城山を御神体としてᜀる神社で、関東を中ৼに全ࠅ約 300 社あるといわれ、県内はも

とより市内でもかなりの数にの·る。Ԉ
えん
長
ちΒう

̓年（927）成立の「̡ Ԉ
えん
ج
ぎ
ࣞ
しき
ʳ神

じん
名
みΒう

ீ
ちΒう

」には、名
みΒう

神
じん
大
たい
社
しゃ
と

して「上野ࠅ
こうずけのくに

勢
せ
多
た
܌
こおり

赤城神社」の記ࡎがあり、赤城大
おお
沼
ͷま
のほとりの「大

だい
ಐ
どう
赤城神社」、山෴にある「ࢀ

み


よ
ୖ
さわ
赤城神社」、山麓の「್

にの
ٸ
みや
赤城神社」が

ろん
社
しゃ
（Ԉࣞجに記ࡎされた神社とಋ一もしくはそのޛと推

定される神社）であるとされるが、どの神社を指すのかは特定されていない。
前述のࢀ社をはじめ、֦ 社ではそれぞれの神事がࣧり行われるが、いずれも古社ならではの特徴的なも

のが多く、中には赤城山中の่々をまた͛ものや、山෴から山麓までをҕとする大がかりな神事もあ
る。

（̐）関࿊するݒଆ物
【赤城山信仰を構成するݒଆ物】
ᶅ赤

あか
城
ぎ
神
じん
社
じゃ
（大

だい
ಐ
どう
赤
あか
城
ぎ
神
じん
社
じゃ
）

赤城大沼のほとりの赤城神社は、赤城大明神、豊
とよ
城
き
入
いり
彦
ひこ

命
のみこと

の
ほか数を祭神とし、赤城山と山頂のކ（大

お
沼
の
・小

こ
沼
の
）、沼の水（御

ご

神
しん
水
すい
）を御神体とする。古くから幅広い信仰を集め、江戸時代に

は歴代前ൣڰकが自ら参ഊした記録が残る。
社伝によると、当ॵは神

ほ
ށ
くら
山
やま
（現在の地

じ

ぞう
岳
だけ
）にᜀられていた

が、大
だい
ಋ
どう
にҾߺ年、ࡏした࠴年（806）に大沼の南のほとりにયݫ

んで神社बวが「大ಐ」と呼ばれるようになり、当社も「大ಐ赤
城神社」とসされるようになったという。また、南北時代に成立した「神

しん
道
とう
集
しΐう

」には、赤城大明神
に関するઈ話が̑話ࡎܟされており、大沼・小沼にᜁをᜀった記述があることから、当時は沼が祭

さい
ᜀ
し
の

中ৼであったとߡえられている。なお、明治 20 年（1887）以降は、赤城山内に࠴するいくつかの神
社が当社にᜀされている。
内にある「赤城神社御ଆ成ඇ寄๗名」によれば、現在の社ాは昭和ڧ 45 年（1970）にݒઅされ

たもので、そのࡏ、約 1,200 年࠴した古来の地から現在地である小
こ

とり
ϴ
が
ౣ
しま
にયٸされている。赤城大

沼は冬場に݃することでஎられるが、݃したކの向こうに見える社ాはඉに神ඁ的で、見る者
をѻౙするݭさがඍわっている。

ᶆ赤
あか
城
ぎ
神
じん
社
じゃ
ࢀ）

み

よ
ୖ
さわ
赤
あか
城
ぎ
神
じん
社
じゃ
）

赤城南の中෴、ࢀୖの地に位置する赤城神社は、「ࢀୖ赤城
神社」とも呼ばれ、ݒの伝承に由来する豊城入彦命と大

おお
يހ
な む ち

命
のみこと

の
ほか数を祭神とする。ڧ内には、近江

お う み
ࢀ
み
上
かみ
山
やま
の百足

む か で
ୂ治でஎられ

る౽
ふじ
ݬ
わらの

ऴ
ひで
ڹ
さと
（ ඪ

たわらの
౽
とう
ଢ
た
）がݛしたとされるधྺ 1,000 年をえる

̑本のੁ（ࢀୖ赤城神社のたわらスά・県の天然記೨物・昭和 48
年（1973））があり、文武の神として多くの武将から崇ܡされた。現

Ὕ赤城⚄♫

୕ኪἑ赤城⚄♫

4

在は、ڧ内地全体がधྺの߶い々からこ·れるい光にわれ、神々しいـഓがあたり一にථって
いる。
様々な記録から、当社の変યにはឱ༪ۄがあり、かつては東西̐ٸであったと

ころ明治ॵ期にญして̏ٸになったことが分かっているが、ਜ਼֮な時期は明
である。本ాと中門は、明治̐年（1869）にݒてられたもので、古神道のӪڻ
で、ґ勢神ٸに代නされる神明ଆりとなっている。പのݒ物で、ત的な࠼ଆ
りのԲࠞにએ

ち

ぎ
やڗݐ

か つ お

ぎ
がࡎせられた、؈ોなଆりである。なお、本ా内ాٸは昭

和 38 年（1963）、本ా並びに中
ちΐう

門
もん
はಋ 48 年（1973）、

そう
門
もん
はಋ 53 年（1978）に、

それぞれ県の॑要文化ࡔに指定されている。
当社へࢺるक要地方道大

おお
胡
ご
赤
あか
城
ぎ
ત
せん
Ԍいには、約 2.7km にも及参道ন並が現

存し、つつじの名ॶとしてもしまれる。また、当社から北方向に約 1km ౌった
赤城山ߧ

あら
山
やま
の中෴（ඬ߶ 877.9̾）には、ᓅ

ひつ
੶
いし
（県指定の史・昭和 38 年（1963））

と呼ばれる߶さ 2.8̾、बҕ 12.2̾のڌ੶がある。൮࠴
いわくら

信仰（大きなآや੶には神が宿るというߡえ）
の対象として赤城山南麓を中ৼとした広い地域から信仰をणけたもので、बวからはघ

て

づく

・ں、やحౖ
の祭ᜀҪと推されていࠔをかたどった੶ໝଆなどが多数出ౖしていることから、̔世紀ۆ・ݍ
る。

ᶇ್
にの
ٸ
みや
赤
あか
城
ぎ
神
じん
社
じゃ
社
しゃ
地
ち

赤城神社社地は、ຉとౖྦྷが॰らされたٸ್
かん
߾
ごう
Ҫ構で、中世における社

地（ڧ内地）のܙସをࠕに伝えるものとして昭和 59 年（1984）に市の史
に指定された。
ୖ赤城神社とಋ様に豊城ࢀ、赤城神社は赤城山麓のీԄ地帯にありٸ್

入彦命と大يހ命のほか数を祭神とするが、数ある赤城神社の中で༏一
をসする社で、赤城山信仰における「里「ٸ್」

さと
ٸ
みや
」として中ৼ的な存在で

あったと推察される。ࢀୖ赤城神社との関ܐは深く、年に̐յ、ྈ社ؔで
神༭のో御があるほか、ࢀୖと当社のؔには数の近

ちか
戸
ど
神
じん
社
じゃ

1（本社域の
入りにある神社）が࠴するのが特徴である。
社伝によれば、当社は戦ࠅ時代にߧഉしたものの、江戸時代ॵ期の大胡城

क・ຂ野氏によってඍされたとされる。現存する社ాのݒ築年はであ
るが、前述の社地をはじめ、

な
ૂ
そ
利
り

めん
やᑕৌ、ֈ馬など、中近世の文化ࡔが

数多く残されており、当社の由ॻある歴史を示している。
なお、当社に伝わる「್೯ٸのࣞ

しき
ࢀ
さん
൬
ば
㜡
そう
」はֺのܗݬとされる農村神事

で、県内で༏一上ԍされるࣞ
しき
ࢀ
さん
൬
ばん
であり、現在、市の॑要ໃܙ文化ࡔに

指定されている。

                                                      
1 近戸神社とは、赤城の神を近いところにש੧したことをқັする。
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ぎ
神
じん
社
じゃ
）

赤城大沼のほとりの赤城神社は、赤城大明神、豊
とよ
城
き
入
いり
彦
ひこ

命
のみこと

の
ほか数を祭神とし、赤城山と山頂のކ（大

お
沼
の
・小

こ
沼
の
）、沼の水（御

ご

神
しん
水
すい
）を御神体とする。古くから幅広い信仰を集め、江戸時代に

は歴代前ൣڰकが自ら参ഊした記録が残る。
社伝によると、当ॵは神

ほ
ށ
くら
山
やま
（現在の地

じ

ぞう
岳
だけ
）にᜀられていた

が、大
だい
ಋ
どう
にҾߺ年、ࡏした࠴年（806）に大沼の南のほとりにયݫ

んで神社बวが「大ಐ」と呼ばれるようになり、当社も「大ಐ赤
城神社」とসされるようになったという。また、南北時代に成立した「神

しん
道
とう
集
しΐう

」には、赤城大明神
に関するઈ話が̑話ࡎܟされており、大沼・小沼にᜁをᜀった記述があることから、当時は沼が祭

さい
ᜀ
し
の

中ৼであったとߡえられている。なお、明治 20 年（1887）以降は、赤城山内に࠴するいくつかの神
社が当社にᜀされている。
内にある「赤城神社御ଆ成ඇ寄๗名」によれば、現在の社ాは昭和ڧ 45 年（1970）にݒઅされ

たもので、そのࡏ、約 1,200 年࠴した古来の地から現在地である小
こ

とり
ϴ
が
ౣ
しま
にયٸされている。赤城大

沼は冬場に݃することでஎられるが、݃したކの向こうに見える社ాはඉに神ඁ的で、見る者
をѻౙするݭさがඍわっている。

ᶆ赤
あか
城
ぎ
神
じん
社
じゃ
ࢀ）

み

よ
ୖ
さわ
赤
あか
城
ぎ
神
じん
社
じゃ
）

赤城南の中෴、ࢀୖの地に位置する赤城神社は、「ࢀୖ赤城
神社」とも呼ばれ、ݒの伝承に由来する豊城入彦命と大

おお
يހ
な む ち

命
のみこと

の
ほか数を祭神とする。ڧ内には、近江

お う み
ࢀ
み
上
かみ
山
やま
の百足

む か で
ୂ治でஎられ

る౽
ふじ
ݬ
わらの

ऴ
ひで
ڹ
さと
（ ඪ

たわらの
౽
とう
ଢ
た
）がݛしたとされるधྺ 1,000 年をえる

̑本のੁ（ࢀୖ赤城神社のたわらスά・県の天然記೨物・昭和 48
年（1973））があり、文武の神として多くの武将から崇ܡされた。現

Ὕ赤城⚄♫

୕ኪἑ赤城⚄♫

4

在は、ڧ内地全体がधྺの߶い々からこ·れるい光にわれ、神々しいـഓがあたり一にථって
いる。
様々な記録から、当社の変યにはឱ༪ۄがあり、かつては東西̐ٸであったと

ころ明治ॵ期にญして̏ٸになったことが分かっているが、ਜ਼֮な時期は明
である。本ాと中門は、明治̐年（1869）にݒてられたもので、古神道のӪڻ
で、ґ勢神ٸに代නされる神明ଆりとなっている。പのݒ物で、ત的な࠼ଆ
りのԲࠞにએ

ち

ぎ
やڗݐ

か つ お

ぎ
がࡎせられた、؈ોなଆりである。なお、本ా内ాٸは昭

和 38 年（1963）、本ా並びに中
ちΐう

門
もん
はಋ 48 年（1973）、

そう
門
もん
はಋ 53 年（1978）に、

それぞれ県の॑要文化ࡔに指定されている。
当社へࢺるक要地方道大

おお
胡
ご
赤
あか
城
ぎ
ત
せん
Ԍいには、約 2.7km にも及参道ন並が現

存し、つつじの名ॶとしてもしまれる。また、当社から北方向に約 1km ౌった
赤城山ߧ

あら
山
やま
の中෴（ඬ߶ 877.9̾）には、ᓅ

ひつ
੶
いし
（県指定の史・昭和 38 年（1963））

と呼ばれる߶さ 2.8̾、बҕ 12.2̾のڌ੶がある。൮࠴
いわくら

信仰（大きなآや੶には神が宿るというߡえ）
の対象として赤城山南麓を中ৼとした広い地域から信仰をणけたもので、बวからはघ

て

づく

・ں、やحౖ
の祭ᜀҪと推されていࠔをかたどった੶ໝଆなどが多数出ౖしていることから、̔世紀ۆ・ݍ
る。

ᶇ್
にの
ٸ
みや
赤
あか
城
ぎ
神
じん
社
じゃ
社
しゃ
地
ち

赤城神社社地は、ຉとౖྦྷが॰らされたٸ್
かん
߾
ごう
Ҫ構で、中世における社

地（ڧ内地）のܙସをࠕに伝えるものとして昭和 59 年（1984）に市の史
に指定された。
ୖ赤城神社とಋ様に豊城ࢀ、赤城神社は赤城山麓のీԄ地帯にありٸ್

入彦命と大يހ命のほか数を祭神とするが、数ある赤城神社の中で༏一
をসする社で、赤城山信仰における「里「ٸ್」

さと
ٸ
みや
」として中ৼ的な存在で

あったと推察される。ࢀୖ赤城神社との関ܐは深く、年に̐յ、ྈ社ؔで
神༭のో御があるほか、ࢀୖと当社のؔには数の近

ちか
戸
ど
神
じん
社
じゃ

1（本社域の
入りにある神社）が࠴するのが特徴である。
社伝によれば、当社は戦ࠅ時代にߧഉしたものの、江戸時代ॵ期の大胡城

क・ຂ野氏によってඍされたとされる。現存する社ాのݒ築年はであ
るが、前述の社地をはじめ、

な
ૂ
そ
利
り

めん
やᑕৌ、ֈ馬など、中近世の文化ࡔが

数多く残されており、当社の由ॻある歴史を示している。
なお、当社に伝わる「್೯ٸのࣞ

しき
ࢀ
さん
൬
ば
㜡
そう
」はֺのܗݬとされる農村神事

で、県内で༏一上ԍされるࣞ
しき
ࢀ
さん
൬
ばん
であり、現在、市の॑要ໃܙ文化ࡔに

指定されている。

                                                      
1 近戸神社とは、赤城の神を近いところにש੧したことをқັする。

ᐑ赤城⚄♫
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ᶈ大
おお
胡
ご
神
じん
社
じゃ
の参

さん
道
どう

大胡城の北ଈ、近
ちか
戸
ど
ۄ
くる
ྡྷ
わ
に位置する大胡神社は、豊城入彦命と大يހ命を

祭神とし、明治中期までは「近戸神社」と呼ばれた。現在の社ాのݒ築年は
であるが、ڧ内南ଈの参道は、ঙなくとも昭和 18 年（1943）にはઅ置され
ていたことが数のࣺਇから明らかとなっている。
社伝によると、当社の南に位置する大胡城内には、್ 赤城神社のพٸ

΄っ
当
とう
࣋
じ
で

ある「ۆ
ぎΒく


ぞう
Ӆ
いん
」があったことから、当ॵは್ܧٸ統の近戸神社であったよう

であるが、そのޛ、天
てん
ਜ਼
しΒう

17 年（1589）の「ࢀୖ赤城神社
な
ྒྷ
ら
ݬ
はら
紀
き
ґ
い
ग
のかみ

Ѿ
のॽয়」によると、当時の大胡城कであった大

おお
胡
ご

ひ

たち
ղ
のすけ

߶
たか
ൡ
しげ
が、ࢀୖ赤城

神社の神৮に大胡城のगޤとして赤城明神をᜀりたいࢭをਅし出ていること
から、これ以降はࢀୖܧ統の近戸神社に変化したと推察される。
また、東ښ新宿区赤

あか
城
ぎ
ݫ
もと
町
まち
（通স・神ֺ

か ͛ ら
坂
͡か
）にある赤城神社は、ࠒډ（現在の東ښ新宿区）にҢ

住した大
おお
胡
ご
彦
ひこ
ଢ
た

ろう
॑
しげ
治
はる
が上野ࠅ赤城神社からש੧してਜ਼

しΒう
安
あん
̐年（1300）にݒしたと伝わる。古くは

赤城大明神、赤城明神社と呼ばれたが、明治維新にࡏして赤城神社にրめられた。

ᶉ近
ちか
戸
ど
神
じん
社
じゃ
（݆

つき
ీ
だ
近
ちか
戸
ど
神
じん
社
じゃ
）

ബઔの東؝に࠴する近戸神社は、地名から「݆ీ近戸神社」ともসさ
れる。赤城神社とಋじく赤城山信仰の神社とされ、大يހ命と豊城入彦命
をक祭神とする。社伝によれば、ݒはԈ

えん
ྻ
りゃく

13 年（794）で、社ాはי
時代の็

ほう
治
じ
年（1247）にଆ営された。ྫ和̑年（2021）の群馬県近ݫ

代࣋社ݒ築調査では、݆ీ村明ீࡋの記述から、現在のݒ物はװ
かん
Ԉ
えん
̐年

（1749）のものと推定されている。ڧ内には県内࠹古とされるݚࠑがあ
る。
ྭ大祭では、600 年続いてきたࢲ子「݆ీのささら（݆ీ近戸神社のࢲ子）」（県指定の॑要ໃܙ

文化ࡔ・平成 14 年（2002））がๆされ、そのޛ、神༭（近戸神社神༭）（市指定の॑要文化ࡔ・
昭和 49 年（1974））を୴いでബઔ西؝の

げ
ٸ
͛う
にో御する「御

お
ઔ
か
降
おり
神事」が行われる。なおٸには、

平成 13 年（2001）に御
お
ྃ
たび
ॶ
しΒ
がଆ営されている。

ᶊ産
さん

たい
神
じん
社
じゃ

東部ీԄ地帯の小山に࠴する産神社は、
この

はな
ࠦ
さ
ٳ
く

や
එ
ひ
ജ
め
命

のみこと
を祭神とし、古くから安産・子育て

の神としてஎられ、県内はもとより関東一ԃから参ഊ者がれる。
ݒはであるが、本ాのཬには約 13 ຬ年前に赤城山の「੶山なだ

れ」により出現したといわれる൮
いわ
࠴
くら
があり、古代から信仰の地であった

ことが推察される。また、南北時代に成立した「神道集」によれば、赤
城神社がࢀ体の神（赤城ࢀॶ明神ʻ大沼・小沼・地岳）をᜀっていたこ
とから、「ࢀ体」が「産」へ変化したもので、ݫは赤城山信仰の神社で
あったとするઈもある。

 18ᖺ䠄1943䠅ᙜ

䛾⬌⚄♫䛾ཧ㐨

䈜∾㔝ᛅᫀẶᥦ౪

⏘Ὀ⚄♫ ᮏẊ

᭶⏣㏆ᡞ⚄♫
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現在の社ాは本ా・ฐ
へい
ా
でん
・ഊా・神

しん
門
もん
からなるݘ

ごん
現
げん
ଆ
づく
りで、近世の神社ݒ築様ࣞの指ඬとなるҪ構で

あるとして、ڧ内地とともに平成̔年（1994）に県の॑要文化ࡔに指定されている。社ాは東西方向
に一તに並んだഓ置となっているが、前ڰ城のगޤ神とするため、城कのठҬ氏の命で西に向けたと
伝えられている。本ాは็

ほう
ྻ
れき

13 年（1763）にݒてられ、ޛからࠃが௧加された。観はࠃでດめ
ਜくされており、ݤ下の߶い位置からԓの下まで様々なಊ৪物やބ事をୌࡒとしたࠃが見られる。ฐ
ాとഊాは文

ん
化
か
̗年（1812）にݒてられ、ฐాには本ాとಋ様に多くのࠃが見られる。ฐాには天

Ҭ画があり、平成̕年（1995）のर事のࡏに、源氏物語の場がඵかれていることが明らかとな
った。また、祭礼行事には出Ӥ

い ず も
神ֺ
か ͛ ら

のܧ統をひくଢ
だい
々
だい
神ֺ
か ͛ ら

があり、現在も 23 。がわれている࠴

【赤城山信仰を由来とする街並みを構成するݒଆ物】
ᶋ赤

あか
城
ぎ
大
おお

とり
居
い

赤城大居（以下、大居）は、昭和 40 年（1965）
のक要地方道前ڰ赤城તの道路֨幅にࡏし、市から
અされたもので、「赤ݒをูってࡔ

あか
城
ぎ
神
じん
社
じゃ
一
いち
೯
の

とり
居
い
」と

もসされる。क要県道をまた֪͛でઅ置されており、
大きさは߶さ 21.3m、幅 28m にも及び、居の北には
大ਜ਼̖年（1919）ݒ立の「赤

あか
城
ぎ
山
やま
ౌ
と
山
͡ん

͛ち
」の੶も見ら

れる。
大居から北東の小

こ
暮
͛れ
神社には、赤城大居の前ਐで

以前この場ॶにઅ置されていた「ڈ小暮一の居」（市
指定の॑要文化ࡔ・平成̕年（1995））が現存する。ڧ
内にある記೨（平成̔年（1994））によれば、ڈ小暮
一の居は天

てん
明
めい
̒年（1784）に赤城山のౌ山（前

まえ
ڰ
ばし

͛ち
）

にઅ置されたもので、当時、全ࠅ的なَᰵやછؔ山大
Ւなどの世情安から、赤城山の

ちん
ࠤ
こん
加
か
ޤ
ご
をك೨してݒ

અされたという。
赤城山へのౌ山は、前ڰ・水

みず
沼
ͷま

͛ち
・大胡・ී

しき
ౣ
しま


͛ち
・ॎઔ・沼ీ・ཨ

なし

き

͛ち
・௧

おっ
֍
かい

͛ち
の̖かॶあり、大ಐ赤城神社の社伝によれば、江戸時代にはす΄

てのౌ山に居がઅけられていたが、前ڰ城कが大ಐ赤城神社へ向かう（ౌ
とう
ഊ
はい
）参道の居であった

ことから、前ڰの居が「一の居」とされたようである。なお、̖かॶのౌ山のうち、居が現
存するのは前ڰのみとなっている。

ᶌ赤
あか
城
ぎ
神
じん
社
じゃ
御
ご
神
じん
߀
こう
の༭

おこし
ݔ
かけ

ຘ年݆̒と 12 ݆に、ࢀୖ赤城神社と್ٸ赤城神社のؔを神༭が往
する「御神߀」と呼ばれる神事があるが、中のܞٵॶの一つがこの「༭
࣊」または「のਁݔお༭」である。古くは「ݔ

あ͡
ࠌ
こし
ֽ
か
け」と呼ばれたౖ地の

ことを指し、御神߀のしきたりが行われるうえでの॑要な場ॶであるこ
とから、昭和 55 年（1980）に市の॑要有ܙ文化ࡔに指定されている。

赤城山Ⓩ山ཱྀ䛾

▼☃

ᪧᑠᬽ୍䛾㫽ᒃ

䠄市ᣦᐃ䛾㔜せᩥ㈈䠅

赤城⚄♫ᚚ⚄ᖾ䛾㍿ᠱ

ᪧᑠᬽ୍䛾㫽ᒃ䠄䠔ᖺ䠅

䠄ฟ䠖䛄ໃከ㒆⾜ᖾグᛕㄅ䛅

ᅜ❧ᅜᅗ᭩㤋䝕䝆䝍䝹䝁䝺䜽

䝅䝵䞁䠅
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ᶈ大
おお
胡
ご
神
じん
社
じゃ
の参

さん
道
どう

大胡城の北ଈ、近
ちか
戸
ど
ۄ
くる
ྡྷ
わ
に位置する大胡神社は、豊城入彦命と大يހ命を

祭神とし、明治中期までは「近戸神社」と呼ばれた。現在の社ాのݒ築年は
であるが、ڧ内南ଈの参道は、ঙなくとも昭和 18 年（1943）にはઅ置され
ていたことが数のࣺਇから明らかとなっている。
社伝によると、当社の南に位置する大胡城内には、್ 赤城神社のพٸ

΄っ
当
とう
࣋
じ
で

ある「ۆ
ぎΒく


ぞう
Ӆ
いん
」があったことから、当ॵは್ܧٸ統の近戸神社であったよう

であるが、そのޛ、天
てん
ਜ਼
しΒう

17 年（1589）の「ࢀୖ赤城神社
な
ྒྷ
ら
ݬ
はら
紀
き
ґ
い
ग
のかみ

Ѿ
のॽয়」によると、当時の大胡城कであった大

おお
胡
ご

ひ

たち
ղ
のすけ

߶
たか
ൡ
しげ
が、ࢀୖ赤城

神社の神৮に大胡城のगޤとして赤城明神をᜀりたいࢭをਅし出ていること
から、これ以降はࢀୖܧ統の近戸神社に変化したと推察される。
また、東ښ新宿区赤

あか
城
ぎ
ݫ
もと
町
まち
（通স・神ֺ

か ͛ ら
坂
͡か
）にある赤城神社は、ࠒډ（現在の東ښ新宿区）にҢ

住した大
おお
胡
ご
彦
ひこ
ଢ
た

ろう
॑
しげ
治
はる
が上野ࠅ赤城神社からש੧してਜ਼

しΒう
安
あん
̐年（1300）にݒしたと伝わる。古くは

赤城大明神、赤城明神社と呼ばれたが、明治維新にࡏして赤城神社にրめられた。

ᶉ近
ちか
戸
ど
神
じん
社
じゃ
（݆

つき
ీ
だ
近
ちか
戸
ど
神
じん
社
じゃ
）

ബઔの東؝に࠴する近戸神社は、地名から「݆ీ近戸神社」ともসさ
れる。赤城神社とಋじく赤城山信仰の神社とされ、大يހ命と豊城入彦命
をक祭神とする。社伝によれば、ݒはԈ

えん
ྻ
りゃく

13 年（794）で、社ాはי
時代の็

ほう
治
じ
年（1247）にଆ営された。ྫ和̑年（2021）の群馬県近ݫ

代࣋社ݒ築調査では、݆ీ村明ீࡋの記述から、現在のݒ物はװ
かん
Ԉ
えん
̐年

（1749）のものと推定されている。ڧ内には県内࠹古とされるݚࠑがあ
る。
ྭ大祭では、600 年続いてきたࢲ子「݆ీのささら（݆ీ近戸神社のࢲ子）」（県指定の॑要ໃܙ

文化ࡔ・平成 14 年（2002））がๆされ、そのޛ、神༭（近戸神社神༭）（市指定の॑要文化ࡔ・
昭和 49 年（1974））を୴いでബઔ西؝の

げ
ٸ
͛う
にో御する「御

お
ઔ
か
降
おり
神事」が行われる。なおٸには、

平成 13 年（2001）に御
お
ྃ
たび
ॶ
しΒ
がଆ営されている。

ᶊ産
さん

たい
神
じん
社
じゃ

東部ీԄ地帯の小山に࠴する産神社は、
この

はな
ࠦ
さ
ٳ
く

や
එ
ひ
ജ
め
命

のみこと
を祭神とし、古くから安産・子育て

の神としてஎられ、県内はもとより関東一ԃから参ഊ者がれる。
ݒはであるが、本ాのཬには約 13 ຬ年前に赤城山の「੶山なだ

れ」により出現したといわれる൮
いわ
࠴
くら
があり、古代から信仰の地であった

ことが推察される。また、南北時代に成立した「神道集」によれば、赤
城神社がࢀ体の神（赤城ࢀॶ明神ʻ大沼・小沼・地岳）をᜀっていたこ
とから、「ࢀ体」が「産」へ変化したもので、ݫは赤城山信仰の神社で
あったとするઈもある。

 18ᖺ䠄1943䠅ᙜ

䛾⬌⚄♫䛾ཧ㐨

䈜∾㔝ᛅᫀẶᥦ౪

⏘Ὀ⚄♫ ᮏẊ

᭶⏣㏆ᡞ⚄♫
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現在の社ాは本ా・ฐ
へい
ా
でん
・ഊా・神

しん
門
もん
からなるݘ

ごん
現
げん
ଆ
づく
りで、近世の神社ݒ築様ࣞの指ඬとなるҪ構で

あるとして、ڧ内地とともに平成̔年（1994）に県の॑要文化ࡔに指定されている。社ాは東西方向
に一તに並んだഓ置となっているが、前ڰ城のगޤ神とするため、城कのठҬ氏の命で西に向けたと
伝えられている。本ాは็

ほう
ྻ
れき

13 年（1763）にݒてられ、ޛからࠃが௧加された。観はࠃでດめ
ਜくされており、ݤ下の߶い位置からԓの下まで様々なಊ৪物やބ事をୌࡒとしたࠃが見られる。ฐ
ాとഊాは文

ん
化
か
̗年（1812）にݒてられ、ฐాには本ాとಋ様に多くのࠃが見られる。ฐాには天

Ҭ画があり、平成̕年（1995）のर事のࡏに、源氏物語の場がඵかれていることが明らかとな
った。また、祭礼行事には出Ӥ

い ず も
神ֺ
か ͛ ら

のܧ統をひくଢ
だい
々
だい
神ֺ
か ͛ ら

があり、現在も 23 。がわれている࠴

【赤城山信仰を由来とする街並みを構成するݒଆ物】
ᶋ赤

あか
城
ぎ
大
おお

とり
居
い

赤城大居（以下、大居）は、昭和 40 年（1965）
のक要地方道前ڰ赤城તの道路֨幅にࡏし、市から
અされたもので、「赤ݒをูってࡔ

あか
城
ぎ
神
じん
社
じゃ
一
いち
೯
の

とり
居
い
」と

もসされる。क要県道をまた֪͛でઅ置されており、
大きさは߶さ 21.3m、幅 28m にも及び、居の北には
大ਜ਼̖年（1919）ݒ立の「赤

あか
城
ぎ
山
やま
ౌ
と
山
͡ん

͛ち
」の੶も見ら

れる。
大居から北東の小

こ
暮
͛れ
神社には、赤城大居の前ਐで

以前この場ॶにઅ置されていた「ڈ小暮一の居」（市
指定の॑要文化ࡔ・平成̕年（1995））が現存する。ڧ
内にある記೨（平成̔年（1994））によれば、ڈ小暮
一の居は天

てん
明
めい
̒年（1784）に赤城山のౌ山（前

まえ
ڰ
ばし

͛ち
）

にઅ置されたもので、当時、全ࠅ的なَᰵやછؔ山大
Ւなどの世情安から、赤城山の

ちん
ࠤ
こん
加
か
ޤ
ご
をك೨してݒ

અされたという。
赤城山へのౌ山は、前ڰ・水

みず
沼
ͷま

͛ち
・大胡・ී

しき
ౣ
しま


͛ち
・ॎઔ・沼ీ・ཨ

なし

き

͛ち
・௧

おっ
֍
かい

͛ち
の̖かॶあり、大ಐ赤城神社の社伝によれば、江戸時代にはす΄

てのౌ山に居がઅけられていたが、前ڰ城कが大ಐ赤城神社へ向かう（ౌ
とう
ഊ
はい
）参道の居であった

ことから、前ڰの居が「一の居」とされたようである。なお、̖かॶのౌ山のうち、居が現
存するのは前ڰのみとなっている。

ᶌ赤
あか
城
ぎ
神
じん
社
じゃ
御
ご
神
じん
߀
こう
の༭

おこし
ݔ
かけ

ຘ年݆̒と 12 ݆に、ࢀୖ赤城神社と್ٸ赤城神社のؔを神༭が往
する「御神߀」と呼ばれる神事があるが、中のܞٵॶの一つがこの「༭
࣊」または「のਁݔお༭」である。古くは「ݔ

あ͡
ࠌ
こし
ֽ
か
け」と呼ばれたౖ地の

ことを指し、御神߀のしきたりが行われるうえでの॑要な場ॶであるこ
とから、昭和 55 年（1980）に市の॑要有ܙ文化ࡔに指定されている。

赤城山Ⓩ山ཱྀ䛾

▼☃

ᪧᑠᬽ୍䛾㫽ᒃ

䠄市ᣦᐃ䛾㔜せᩥ㈈䠅

赤城⚄♫ᚚ⚄ᖾ䛾㍿ᠱ

ᪧᑠᬽ୍䛾㫽ᒃ䠄䠔ᖺ䠅

䠄ฟ䠖䛄ໃከ㒆⾜ᖾグᛕㄅ䛅

ᅜ❧ᅜᅗ᭩㤋䝕䝆䝍䝹䝁䝺䜽

䝅䝵䞁䠅

赤城㫽ᒃ
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ᶍѪ
あ
ٳ
く
ୖ
͡わ
Պ
け
住
じΐう


たく

ന町のक要地方道大胡赤城ત近くに位置するѪୖٳՊ住は、赤城
山南麓地域ならではの特徴をよくあらわしたݒ物である。この地方で養
を残していることから、昭ܙ的なՊのܗがんに行われる以前のఱࢍ
和 45 年（1970）にࠅの॑要文化ࡔに指定された。
Բࠞはଳ水が߶いϢϜΪϢ（ススΫ）を用いたם෬で、上部にはΠ

ϢϟՌのイούツという৪物を৪え、そのࠞで౫からのӏ水৷入を
いでいる。ݒ物はֱ࢝いୱ९なܙをしており、Բ内に多くのがあ
るが、これはݒ築ٗढ़がୣしていない古い時代の古Պであること
を示している。
平成 24 年（2012）には市のॶ有となり、定期的なᗋ

くん
ৢ
じΒう

の実ࢬ、న
な維持؇理がなされている。बวにはԲීྜྷやҬ戸も残り、この地域
の生活様ࣞやྒྷな農村ܢ観を体״することができる。

（̑）歴史と伝統をൕӫした人々の活ಊとबวの市街地ڧ
ᶅ御

ご
神
じん
߀
こう
（ΨόボϨ）

または「ΨόボϨ」「߀御神」、には（ٸ್、以下）赤城神社ٸと್（ୖࢀ、以下）ୖ赤城神社ࢀ
と呼ばれる特च神事がある。この神事は、್ ୖへҧえのためో御すࢀにいる໊神が、神のいるٸ
るという伝承に由来するもので、古くは「神

かむ
ҧ
みそ
祭
さい
」と呼ばれた。実ࡏには、݆̑と 12 ݆の࠹ॵの

たつ
の

日に、赤城の神をๆじた神༭がྈ社ؔを行き来するものであるが、一ઈには、農事が始まる݆̑に赤城
の神を山（ࢀୖ）から里（್ٸ）におܶえし、फ֯がशわる 12 ݆に里（್ٸ）から山（ࢀୖ）へ
おؾりいただくことをқັするとも伝えられており、赤城山が農ߠの神としても信仰されてきたこと
を示している。
御神߀のはっきりとしたً源は分かっていないが、江戸時代ޛ期にࢀ

ୖ赤城神社の神कが記録したʲ年代記ʳには御神߀を指すと見られる
記ࡎがあるほか、安

あん
政
せい
̑年（1856）に್ٸ赤城神社の࢚ٸが記した੧ॽ

には、「御神߀の行事は古来、ࢀୖ赤城神社の東西ྈٸへ行っていたが、
ਜ਼
しΒう

ಛ
とく
年 （ؔ1711ʛ1716）以ޛ西ٸだけとなった。それをྭڈにするこ

とにした」という内容が記されており、ঙなくとも江戸時代中期には行
われていたものとߡえられる。
御神߀の当日は、૱代と氏子の代නが್ٸ赤城神社で道中のໃ事をبك

する祭ఱを行い、ഊాから୴ぎ出した神༭を約 12km にわたりో御する。現
在はైิではなく自ಊऄを使用しているが、道中の̐かॶでܞٵし、接ଶを
णける風सは現在も続いている。̏ かॶは、್ ୖのྈ社に由来すࢀ・ٸ
る近戸神社であるՑݬශ町の「大胡神社」で、̐かॶは、ࢀୖと大胡の
中ؔ地఼にあるന町の「༭ݔ」である。
とりわけ༭ݔでは、代々、近ྣの「Ѫ

あ
ٳ
く
ୖ
͡わ
イρケ」の住（20 数世帯）

がๆするという独特のしきたりが見られる。「イρケ」とは一Պ・一族の

㜿ஂἑᐙఫᏯ

㍿ᠱ䛷䛾ఇ᠁

䈜䛔䛪䜜䜒ୗ⏣୍Ặᥦ౪

Ώᚚ䛾ᵝᏊ

䠄୕ኪἑ赤城⚄♫䠅

ᒇ᰿ୖ㒊䛾ᣑ┿

8

ことで、༭ݔから 500̾ほど南に位置し、御神߀の道中、を通գするѪୖٳՊ住（ࠅの॑要文化ࡔ）
は、この本Պ۔に当たる。್ٸからの神༭が౺着すると、イρケの住がこれを出ܶえ、અ置された
のՀٸに御神体（神

かん
ҧ
みぞ
）を安置したޛ、一行はணや՝子でもてなされる。

なお、この神事は「್ٸ赤城神社の御神߀」として、平成̓年（1993）に市の॑要ໃܙ文化ࡔに
指定されており、神༭のో御は現在もຘ年行われているが、Ѫୖٳイρケによる༭ݔでの接ଶは、平成
27 年（2015）以降ࢯٵয়ସとなっている。
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ٳ
く
ୖ
͡わ
Պ
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たく

ന町のक要地方道大胡赤城ત近くに位置するѪୖٳՊ住は、赤城
山南麓地域ならではの特徴をよくあらわしたݒ物である。この地方で養
を残していることから、昭ܙ的なՊのܗがんに行われる以前のఱࢍ
和 45 年（1970）にࠅの॑要文化ࡔに指定された。
Բࠞはଳ水が߶いϢϜΪϢ（ススΫ）を用いたם෬で、上部にはΠ

ϢϟՌのイούツという৪物を৪え、そのࠞで౫からのӏ水৷入を
いでいる。ݒ物はֱ࢝いୱ९なܙをしており、Բ内に多くのがあ
るが、これはݒ築ٗढ़がୣしていない古い時代の古Պであること
を示している。
平成 24 年（2012）には市のॶ有となり、定期的なᗋ

くん
ৢ
じΒう

の実ࢬ、న
な維持؇理がなされている。बวにはԲීྜྷやҬ戸も残り、この地域
の生活様ࣞやྒྷな農村ܢ観を体״することができる。

（̑）歴史と伝統をൕӫした人々の活ಊとबวの市街地ڧ
ᶅ御

ご
神
じん
߀
こう
（ΨόボϨ）

または「ΨόボϨ」「߀御神」、には（ٸ್、以下）赤城神社ٸと್（ୖࢀ、以下）ୖ赤城神社ࢀ
と呼ばれる特च神事がある。この神事は、್ ୖへҧえのためో御すࢀにいる໊神が、神のいるٸ
るという伝承に由来するもので、古くは「神

かむ
ҧ
みそ
祭
さい
」と呼ばれた。実ࡏには、݆̑と 12 ݆の࠹ॵの

たつ
の

日に、赤城の神をๆじた神༭がྈ社ؔを行き来するものであるが、一ઈには、農事が始まる݆̑に赤城
の神を山（ࢀୖ）から里（್ٸ）におܶえし、फ֯がशわる 12 ݆に里（್ٸ）から山（ࢀୖ）へ
おؾりいただくことをқັするとも伝えられており、赤城山が農ߠの神としても信仰されてきたこと
を示している。
御神߀のはっきりとしたً源は分かっていないが、江戸時代ޛ期にࢀ

ୖ赤城神社の神कが記録したʲ年代記ʳには御神߀を指すと見られる
記ࡎがあるほか、安

あん
政
せい
̑年（1856）に್ٸ赤城神社の࢚ٸが記した੧ॽ

には、「御神߀の行事は古来、ࢀୖ赤城神社の東西ྈٸへ行っていたが、
ਜ਼
しΒう

ಛ
とく
年 （ؔ1711ʛ1716）以ޛ西ٸだけとなった。それをྭڈにするこ

とにした」という内容が記されており、ঙなくとも江戸時代中期には行
われていたものとߡえられる。
御神߀の当日は、૱代と氏子の代නが್ٸ赤城神社で道中のໃ事をبك

する祭ఱを行い、ഊాから୴ぎ出した神༭を約 12km にわたりో御する。現
在はైิではなく自ಊऄを使用しているが、道中の̐かॶでܞٵし、接ଶを
णける風सは現在も続いている。̏ かॶは、್ ୖのྈ社に由来すࢀ・ٸ
る近戸神社であるՑݬශ町の「大胡神社」で、̐かॶは、ࢀୖと大胡の
中ؔ地఼にあるന町の「༭ݔ」である。
とりわけ༭ݔでは、代々、近ྣの「Ѫ

あ
ٳ
く
ୖ
͡わ
イρケ」の住（20 数世帯）

がๆするという独特のしきたりが見られる。「イρケ」とは一Պ・一族の

㜿ஂἑᐙఫᏯ

㍿ᠱ䛷䛾ఇ᠁
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ことで、༭ݔから 500̾ほど南に位置し、御神߀の道中、を通գするѪୖٳՊ住（ࠅの॑要文化ࡔ）
は、この本Պ۔に当たる。್ٸからの神༭が౺着すると、イρケの住がこれを出ܶえ、અ置された
のՀٸに御神体（神

かん
ҧ
みぞ
）を安置したޛ、一行はணや՝子でもてなされる。

なお、この神事は「್ٸ赤城神社の御神߀」として、平成̓年（1993）に市の॑要ໃܙ文化ࡔに
指定されており、神༭のో御は現在もຘ年行われているが、Ѫୖٳイρケによる༭ݔでの接ଶは、平成
27 年（2015）以降ࢯٵয়ସとなっている。
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ᶆ赤城山の山き
݆̖̓日（̖݆̒ྻڈ日の݆ஙれ）は赤

城山の「山き」の日である。これはౌ山
の解ے日のことではなく、山岳信仰の「神
が山と里を行き来する」という伝承に由
来するもので、冬のؔ、ྸ 山Ԡ深くにおわ
した赤城の神々をডいてᜀる神事（御

ご
降
こう

ྡ
りん
）のことである。かつては、山き当日

に神の御
み
力
ちから

やྸ
れい
Ҙ
い
に༮かろうと、里村か

ら大勢の人々が山をౌり、そのғり代で
ある大ಐ赤城神社で参ഊした。これを「ౌ

とう

ഊ
はい
」と呼。
昭和 11 年（1936）の「山

さん
頂
ちΒう

ຯ
まん
ิ
Έ
」によると、「この日は山麓の村々、赤城神社の氏子が࢝方の道か

らౌって来て、山は一年に一度のわいをఆする。൬小Բにはవが出て、のॉ時からの್時ࠔἮ
は神社からݬへの小ڰの上をԣしศすような૿ぎである。（ˠ࣊は用に変）」とあり、山き当日
はふもとから多くの人が山をౌり、大ಐ赤城神社बวはྡ時の市などもかれてश日にぎわったとい
う。このことは、当時の新ซをめて数の文ݛに記されている。また、平成̒年（1992）の「赤城山
記」によれば、市内の小

こ
坂
͡か
子
し
町
まち
の町و約には「݆̖̓日はྭڈにより赤城山赤城神社（大ಐ赤城神

社）にຘ戸ࠆޔ豊ৡبكๆഊすること」とあり、かつては集落全体でのౌഊ（૱参り）が実ࡏに行われ
ていたようである。
昭和 40 年（1965）に県道̒ߺ前ڰ赤城ત（現在のक要地方道前ڰ赤城ત）が全րྒྷされ、自

ಊऄでのΠέιスがඊ༄的に向上すると、ふもとからైิでౌഊする人はঅ々にঙなくなり、ֺޚ
としてのౌ山がक流となっていった。これにい、山き当日の૿ݎりは以前ほどではなくなっ
たが、現在も山麓の住や自
治会関ܐ者、氏子らが集まる
光ܢは変わらず、古くからの
神事はࠕも続けられている。
大ಐ赤城神社の山きの神

事は、ॡྭل大祭とಋ日の݆̓
̖日に行われるが、その前̓ʛ
̔日ؔをかけて社ాやڧ内を
ੜめるところから始まる。当日
は、ふもとの自治会ༀҽや氏
子、山事に関わる事業者ら関
ݭ内に集まり、ٓࣞがڧ者がܐ
かにࣧり行われる。そのߧ」、ࡏ

あら

山
やま
ࠉ」、「

くろ
ᐽ
び
山
さん
」、「۪

こま
ケ
が
岳
たけ
」、「ྵ

すず

ケ
が
岳
たけ
」、「地

じ

ぞう
岳
だけ

(神
ほ
ށ
くら
山
やま

)」、「ೃ
な΄

①境内に集まる関係者と神職 ②境内での儀式

③各峰に祀られる「梵天」      ④先達に梵天が託される場面

※いずれも下田昭一氏提供

䐟 䐠

䐡 䐢

Ὕ赤城⚄♫䛾㐲ᬒ䚹ᡭ๓䛻䛿赤城䛜ᗈ䛜䜚䚸⫼ᚋ䛻䛿㞝

䛺㯮ᷓ山䛜䛭䜃䛘䜛䚹
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ׄ
わり
山
やま
」、「༂

やく
ࢥ
し
岳
だけ
」の่̕の名সが記された「ᑕ

·ん
天
てん
」にॗࢼ

の り と
がํげられる。

ٓࣞがशわると、่֦の山頂のᜁにᑕ天をᜀることとなるが、かつては「
せん
ୣ
だつ
」がそのༀを୴った

という。ୣとはरݩ道の用語で、่ に入るरݩ者の導となるज़ୣした山෮のことを指し、ྸ 山であ
る赤城山には多くのरݩ者がளしていたことに由来する。近年まで、ୣは氏子や里の住などの
数人がແめ(ࣺਇのԭ৯のૹ)、山き当日に̕つの่を一੬にౌったが、現在は市内の山岳会のϟン
ώーが数日をかけて่々をౌっている。

ᶇそのଠの特徴的な神事
Π ݆ీのささら（݆ీ近戸神社のࢲ子）

݆ీ近戸神社のྭ大祭は、天下平・ࠆޔ豊ৡをبكする神事
で、ຘ年̖݆࠹शुのౖ日̐日ؔにかけて࠷され、「݆ీのさ
さら」と呼ばれる。「ささら」とは、神社にๆされるࢲ子のこ
とで、݆ీ近戸神社のࢲ子は「天

てん
下
か
一
いち
日
ひ
ڮ
ばさみ

流
りΐう

」と呼ばれる流
ഁにする。ً源は室町時代であるとされ、600 年の歴史をގる
伝統文化として、平成 14 年（2002）に県の॑要ໃܙ文化ࡔ
に指定されている。

᭶⏣䛾䛥䛥ら

― 166 ―
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した赤城の神々をডいてᜀる神事（御

ご
降
こう

ྡ
りん
）のことである。かつては、山き当日

に神の御
み
力
ちから

やྸ
れい
Ҙ
い
に༮かろうと、里村か

ら大勢の人々が山をౌり、そのғり代で
ある大ಐ赤城神社で参ഊした。これを「ౌ

とう

ഊ
はい
」と呼。
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頂
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ຯ
まん
ิ
Έ
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が
岳
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岳
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ほ
ށ
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11

ྭ大祭のॵ日は「খ
よい
祭
まつ
り」と呼ばれ、神社のڧ内から当֚年

度の自治会長までࢲ子道中（行進）を行ってをൺ࿒する。
これは、の上がり۫を里

さと
長
おさ
に見てもらったうえで̐日

をܶえる、という古いしきたりに由来するものである。そのޛ、
。内へり、࿓をぎらう༪興がかれてॵ日はປをถじるڧ
̐日は「本

ほん
祭
まつ
り」と呼ばれ、ڧ内でのࣞఱに続き、神৮と

神༭（市指定の॑要文化ࡔ（昭和 49 年（1974））をって神
社の「

げ
ٸ
͛う
」までࢲ子道中を行う。中、代々の氏子のݤ

には߶さ 10m ものظ؆がઅ置され、集落をڏげてࢲ子࿊をޓする。「ࢲ子山」とも呼ばれるٸに
౺着すると、ࢲ子࿊はをๆし、そのؔ、神৮によりബ

かす
ઔ
かわ
（一څՑઔ）への

だく
ठ
しΐ
（૰

かす
ठ
͡け
）流しが行

われる。これらの一࿊の行事は、「御
お
ઔ
か
降
おり
神事」と呼ばれ、Ցઔの名の由来ともいわれている。その

ࣃ」内にり、έライϜρέスとなるڧ一行は、ޛ
め
ࢲ
じ
子
し
Ӈ
かく
し」がๆされ、一ಆのࢲࣃ子を್ಆの༦

。あふれるがൺ࿒されてश྅となる״う༄ಊ子がいࢲ

イ 産神社のଢ々神ֺ
݆̒ 18 日の産神社ྭ祭では、昭和 48 年（1973）に市の॑要

ໃܙ文化ࡔに指定された「産神社ଢ々神ֺ」がๆされる。
社伝によれば、当社のଢ々神ֺは出Ӥ神ֺのܧ統をӀくもので、
近ڹ近在の神ֺに多大なӪڻを༫えたとされ、明

めい
和
わ
年（1764）ݫ

のๆֻが存在することから、ঙなくとも 250 年以上の歴史を有
することが分かっている。

⏘Ὀ⚄♫ኴ䚻⚄ᴦ

እᐑ䜈ྥか䛖ᵝᏊ ᚚᕝ㝆䜚

12

ྭ祭に立ち、࢚ٸより社ాまでܵ
に に ぎ

命
のみこと

の天
てん
ଛ
そん
降
こう
ྡ
りん

2の神話にसい、Ԓ
さる
ీ
た
彦
ひこ

命
のみこと

（天
ۣ）をୣとし、神৮・ༀҽが行をૌみ「࿇
りࠒみ」（参進）を行う。本ాでの祭ٓのޛ、
神ֺのๆが行われるが、にはॳ൬があり、
始めにࣞの࠴࢝が行われ、̏ が「ൕ࠴

へん
ᮗ
ばい
」、

࢝」が࠴̐
し
神
じん
が「Ӌ࠴̑、「

う
ण
ず
ജ
め
࠴̒、「

が「آ
いわ
戸
と
ۨけ出し」ので天

あめの
آ
いわ
戸
と
より天

あま
ল
てらす

大
おお

御
み
神
かみ
が出現される。そのޛ、やかなѬᇹが

ๆされる。やがて神ֺもश൭をܶえると、शわりの࠴ࢀ「
ぞう
ٝ
ぎ
」、「加

か
۫
ご

ౖ
つち
」、「山の神」が行われ、この̕࠴はචずわなければならないとされて

いる。昭和 45 年（1970）には氏子が中ৼとなってฯ存会が݃成され、ྭ
祭でう̕࠴をむ 23 。が現在もൺ࿒されている࠴
産神社は古くから安産・子育ての神としてしまれており、ل࢝を通

じて安産بكやおٸ参りの参ഊٮがれることなくれるため、参道下
のれた位置にある社ແॶからڧ内へ向かう行のࢡは、൳がԢでも多く
の参ഊٮのにཻまる。また、ڧ内がबว道路よりも数 m ߶い小山の上
にあることから、ྭ祭が始まると、小山の上からᝎ

しΒう
やଢޓのԽ৯がڻき

ోり、集落はॡの౺来を״じるという。

                                                      
2 記紀の神話の一つ。天ଛのܵ

に に ぎ
命

のみこと
が天ল大神

あまてらすおおみかみ
の命をणけて、ࢀझの神حをܠえ、ঀ神を࿊れॊえ

天
あま
降
くだ
ったことをいう。

ᑠ㧗䛔山䛻䛒䜛⏘Ὀ⚄♫

⦎䜚㎸䜏䛾ᵝᏊ

⦎䜚㎸䜏䛾⤒㊰
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13

（̒）まとめ
や、赤城の่々にᑕ天をᜀって॰る「߀御神」赤城神社まで神༭が行き来するٸୖ赤城神社から್ࢀ

大ಐ赤城神社の「山き」などは、広ҕに及（Ңಊړの長い）祭礼行事であるにも関わらず、山麓
の住や氏子らによってઊえることなく続けられている。また、里村の産神社や݆ీ近戸神社でणけ
継がれる「ଢ々神ֺ」や「ささら（ࢲ子）」は、近ྣ住が日ࠔからҧૹや関࿊するݒଆ物のฯ全を୴
い、祭礼当日はఋに࿊ೆやظ؆を২ってり上げるなど、集落をڏげての年中行事となっている。こ
れらは、赤城の山頂からふもとにかけて、ࠕも赤城山への信仰が大にされていることを示しており、赤
城山信仰に由来するྒྷな歴史的風致がܙ成されているといえる。
一方、赤城神社は市内に広く఼在するが、ײત道路の通や農Պのݰঙなどにより、村（集落）のग

としてのༀをशえたところもあれば、住の߶ྺ化により地域行事の୴いघが足し、長く続いてき
た農村神事を行えなくなったところもあるという。
にؗڱ情勢の変化によっては、これまで述΄てきた祭礼行事についてもಋじようなয়ࡃܨの社会ޛࠕ

るՆがあるため、֚当地域のみならず市をڏげて存続する道をໝࡩしていくච要がある。そのため
には、֦赤城神社とそれらの祭礼行事が本市にとって価値の߶いものであることを再度認識するととも
に、さま͡まな神話をしっかり伝承し、多くの人からڢ力をಚられる体を構築していくことが॑要で
ある。

― 170 ―
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城山信仰に由来するྒྷな歴史的風致がܙ成されているといえる。
一方、赤城神社は市内に広く఼在するが、ײત道路の通や農Պのݰঙなどにより、村（集落）のग

としてのༀをशえたところもあれば、住の߶ྺ化により地域行事の୴いघが足し、長く続いてき
た農村神事を行えなくなったところもあるという。
にؗڱ情勢の変化によっては、これまで述΄てきた祭礼行事についてもಋじようなয়ࡃܨの社会ޛࠕ

るՆがあるため、֚当地域のみならず市をڏげて存続する道をໝࡩしていくච要がある。そのため
には、֦赤城神社とそれらの祭礼行事が本市にとって価値の߶いものであることを再度認識するととも
に、さま͡まな神話をしっかり伝承し、多くの人からڢ力をಚられる体を構築していくことが॑要で
ある。
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（̏）歴史情ॻある街並みとれࢲ子
大胡地区は、౽ݬऴڹ（ඪ౽ଢ）の子ଛで平安時代にこの地を治めた坂

ばん
東
どう
武
む
者
しゃ
の名門・大胡氏に由来す

る地域で、古くは「大
おお
胡
ご
ڹ
ごう
」と呼ばれる赤城南麓の中ৼ地であった。י時代以降、この地は群༦ׄڎの

戦Ӗにתきࠒまれていくが、天
てん
ਜ਼
しΒう

18 年（1590）にࢀ
み
Ց
かわ
ࠅ
のくに

ډ
うし
۾
く·
（Ѭஎ県豊ઔ市）のຂ野߃成が城कとな

り、城下町のඍやबว農村部のなどが行われて現在の大胡地区のܗݬがܙ成された。ݫ
げん
和
な
̐年

（1616）にຂ野氏はӿ
えち
ޛ
ご
ࠅ
のくに

ܳ
くび
城
き
܌
͛ん
長
なが
่
み
（新׃県上ӿ市٤ઔ区長่）にҢ෩となり、大胡は前ൣڰに統

され、そのޛは日光ཬ街道Ԍいの宿場町としてӭえていった。
大胡宿は日光への街道۔のみならず、֦ 地へと通ずる交通の要ুでもあったため、赤城神社や産神社

への参ഊに向かうྃ人が往来したほか、近ڹ近在の交ҝの中ৼ地としてもにぎわった。近代に入ると、市
場町としてのؽに加えてؙྃやྋ理Բ、ӣૻԲなどが集し、明治 22 年（1889）には̏町̕村がญ
して大胡村となり、明治 32 年（1899）には大胡町へҢ行、勢

せ
多
た
܌
͛ん
部

をݙӀする町としてఴを続け、平

成 16 年（2004）に前ڰ市とญして現在にࢺる。
近年、߭ ಐ化がۯ大胡町時代のൡ՜街はڈ、અの進出などによりࢬঐ業ܗ部における住のଁ加や大

進んでいるが、町の地ׄは古くから変わらͷところが多く、かつて城下・宿場であったことを״じさせる
街並みが残る。また、ຘ年Ոには、江戸時代から続く༒な「れࢲ子」が町中を࿇りิき、勢いがあっ
たࠔの町のࢡをኴとさせる。

（̐）関࿊するݒଆ物
【大胡れࢲ子を構成するݒଆ物】
ᶅ大

おお
胡
ご
神
じん
社
じゃ
の参

さん
道
どう

  ᶛʷ̏ʷ（̐）ʷᶈを参ল。

ᶆൂ
や
坂
さか
神
じん
社
じゃ

宿場の市神として江戸時代から信仰を集めてきた神社とされ、ྣ接す
るݒ立によれば、かつては大胡町࣊上町 21 ൬地に࠴していたが、昭
和 35 年（1960）に現在地にયٸし、現在のర۔αンέϨーφଆのݒ物は
昭和 43 年（1968）にॣしたものである。
Ϊラスりの社の中には、Ոの風物ࢽである「大胡ᷭԄまつり」にて

୴ぎ出される天
てん
Ԩ
のう
様
さま
の神༭が安置されている。

【大胡れࢲ子を由来とする街並みを構成するݒଆ物】
ᶇ大

おお
胡
ご
城
じΒう


あと

南北 670m、東西 310mに及平
ひら
山
やま
城
じろ
ので、そのوໝやฯ存য়ସのྒྷさなどから、昭和 42年（1967）

に県の史に指定されている。

ඵᆏ⚄♫

16

ປැの御י
ご
Պ
け
人
にん
であった大胡氏が天

てん
文
ん
年ؔ（1532ʛ1555）に築ଆ

したと推され、天
てん
ਜ਼
しΒう

18 年（1590）にはຂ野氏が城कとなり、ຂ野氏
のҢ෩ޛは前ൣڰकであったठҬ氏が城

じΒう
代
だい
を置いたが、ठҬ氏のඥ路

へのҢ෩ޛ、ഉ城となった。
本؛は、大胡地区の東部を見ోせる߶さにあり、ોらしいఴが

けている。また、が多く৪धされており、ॡには見ٮでにぎわう。

ᶈ養
よう
ྜྷ
りん
࣋
じ

・伝によると、大胡城कとなったຂ野氏は、坂東武者の名門࣋
大胡氏ষの地へのෟにܻ״し、大胡氏の೨道場の҉
であった場ॶに、自らのเ࣋として養ྜྷ࣋をݒ立したのだと
いう。
ී地内には、中世ؙであるຉや౩山時代の様ࣞが見られる

山門が残るほか、昭和 50 年（1975）に市の史に指定されたຂ野
Պฺ地と、ಛઔՊڛ養がある。
現在のݒ物は昭和 30 年（1955）に再ݒされたもので、ຂ野氏の

子ଛが上౫記೨のࣺਇ及び成ޛのࣺۯߦਇをฯ؇している。

ᶉ大
おお
胡
ご
宿
じΐく

の道
みち
しる΄（大

おお
胡
ご
宿
じΐく

道
どう
ඬ
ひΒう

）
日光ཬ街道と前ڰからの道が流するࠫࢀ路に、「大胡宿の道しる΄」と呼ばれる道ඬがある。道ඬ

には、「西・前ڰ ธ野」、「南・ޔ
ご
ྋ
りΒう
（利ࠞઔのޔྋՑ؝） ґ勢」、「北・日光 大

おお
ؔ
ま
々
ま
」、「東・文

ん

化
か
̔年݆̔」とࠃまれており、赤城南麓の交通の要ুであった様子が伝わ

る॑يな史ྋとして、昭和 50 年（1975）に市の॑要有ܙ文化ࡔに指
定されている。
なお、道ඬから南に下る道路がक要地方道大胡赤城તで、大胡町交఼ࠫ

から上毛ుర大胡Ӽ北ଈのٸ
みや
関
ͧき
ڰ
ばし
西٩交఼ࠫあたりまでが「大胡ᷭԄま

つり」のक会場となっている。

（̑）歴史と伝統をൕӫした人々の活ಊとबวの市街地ڧ
˕大胡のれࢲ子
ຘ年、݆̕࠹शुのౖ日にかけて行われる「大胡ᷭԄまつり」では、日༷日

の༨方にߧ々しくも༒なࢲ子ಆが現れる。これが大胡のれࢲ子である。
大胡ᷭԄまつりでは、伝統的な神事から地域住の出し物まで多様な࠷しが

行われる。कな実ࢬҕは、北は大胡神社、西はຉ下自治会ؙ、東は大
胡町ಁ、南はໞ町交఼ࠫにҕまれる大胡地区の中ৼ部一ԃで、࠷期ؔ
中にはวり一帯がやかなฉҕـにใまれる。
まつりのϟイン行事であるれࢲ子はもともとൂ坂神社の神事として行わ

れていたもので、江戸時代期に大胡でӺබが流行し、それをめるために

㣴ᯘᑎୖᲷᘧ䛾┿䠄 30ᖺ䠅

䈜∾㔝ᛅᫀẶᥦ౪

⬌城㊧

⬌♲ᅬ䜎䛴䜚䛾䝏䝷䝅
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（̏）歴史情ॻある街並みとれࢲ子
大胡地区は、౽ݬऴڹ（ඪ౽ଢ）の子ଛで平安時代にこの地を治めた坂

ばん
東
どう
武
む
者
しゃ
の名門・大胡氏に由来す

る地域で、古くは「大
おお
胡
ご
ڹ
ごう
」と呼ばれる赤城南麓の中ৼ地であった。י時代以降、この地は群༦ׄڎの

戦Ӗにתきࠒまれていくが、天
てん
ਜ਼
しΒう

18 年（1590）にࢀ
み
Ց
かわ
ࠅ
のくに

ډ
うし
۾
く·
（Ѭஎ県豊ઔ市）のຂ野߃成が城कとな

り、城下町のඍやबว農村部のなどが行われて現在の大胡地区のܗݬがܙ成された。ݫ
げん
和
な
̐年

（1616）にຂ野氏はӿ
えち
ޛ
ご
ࠅ
のくに

ܳ
くび
城
き
܌
͛ん
長
なが
่
み
（新׃県上ӿ市٤ઔ区長่）にҢ෩となり、大胡は前ൣڰに統

され、そのޛは日光ཬ街道Ԍいの宿場町としてӭえていった。
大胡宿は日光への街道۔のみならず、֦ 地へと通ずる交通の要ুでもあったため、赤城神社や産神社

への参ഊに向かうྃ人が往来したほか、近ڹ近在の交ҝの中ৼ地としてもにぎわった。近代に入ると、市
場町としてのؽに加えてؙྃやྋ理Բ、ӣૻԲなどが集し、明治 22 年（1889）には̏町̕村がญ
して大胡村となり、明治 32 年（1899）には大胡町へҢ行、勢

せ
多
た
܌
͛ん
部

をݙӀする町としてఴを続け、平

成 16 年（2004）に前ڰ市とญして現在にࢺる。
近年、߭ ಐ化がۯ大胡町時代のൡ՜街はڈ、અの進出などによりࢬঐ業ܗ部における住のଁ加や大

進んでいるが、町の地ׄは古くから変わらͷところが多く、かつて城下・宿場であったことを״じさせる
街並みが残る。また、ຘ年Ոには、江戸時代から続く༒な「れࢲ子」が町中を࿇りิき、勢いがあっ
たࠔの町のࢡをኴとさせる。

（̐）関࿊するݒଆ物
【大胡れࢲ子を構成するݒଆ物】
ᶅ大

おお
胡
ご
神
じん
社
じゃ
の参

さん
道
どう

  ᶛʷ̏ʷ（̐）ʷᶈを参ল。

ᶆൂ
や
坂
さか
神
じん
社
じゃ

宿場の市神として江戸時代から信仰を集めてきた神社とされ、ྣ接す
るݒ立によれば、かつては大胡町࣊上町 21 ൬地に࠴していたが、昭
和 35 年（1960）に現在地にયٸし、現在のర۔αンέϨーφଆのݒ物は
昭和 43 年（1968）にॣしたものである。
Ϊラスりの社の中には、Ոの風物ࢽである「大胡ᷭԄまつり」にて

୴ぎ出される天
てん
Ԩ
のう
様
さま
の神༭が安置されている。

【大胡れࢲ子を由来とする街並みを構成するݒଆ物】
ᶇ大

おお
胡
ご
城
じΒう


あと

南北 670m、東西 310mに及平
ひら
山
やま
城
じろ
ので、そのوໝやฯ存য়ସのྒྷさなどから、昭和 42年（1967）

に県の史に指定されている。
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ປැの御י
ご
Պ
け
人
にん
であった大胡氏が天

てん
文
ん
年ؔ（1532ʛ1555）に築ଆ

したと推され、天
てん
ਜ਼
しΒう

18 年（1590）にはຂ野氏が城कとなり、ຂ野氏
のҢ෩ޛは前ൣڰकであったठҬ氏が城

じΒう
代
だい
を置いたが、ठҬ氏のඥ路

へのҢ෩ޛ、ഉ城となった。
本؛は、大胡地区の東部を見ోせる߶さにあり、ોらしいఴが

けている。また、が多く৪धされており、ॡには見ٮでにぎわう。

ᶈ養
よう
ྜྷ
りん
࣋
じ

・伝によると、大胡城कとなったຂ野氏は、坂東武者の名門࣋
大胡氏ষの地へのෟにܻ״し、大胡氏の೨道場の҉
であった場ॶに、自らのเ࣋として養ྜྷ࣋をݒ立したのだと
いう。
ී地内には、中世ؙであるຉや౩山時代の様ࣞが見られる

山門が残るほか、昭和 50 年（1975）に市の史に指定されたຂ野
Պฺ地と、ಛઔՊڛ養がある。
現在のݒ物は昭和 30 年（1955）に再ݒされたもので、ຂ野氏の

子ଛが上౫記೨のࣺਇ及び成ޛのࣺۯߦਇをฯ؇している。

ᶉ大
おお
胡
ご
宿
じΐく

の道
みち
しる΄（大

おお
胡
ご
宿
じΐく

道
どう
ඬ
ひΒう

）
日光ཬ街道と前ڰからの道が流するࠫࢀ路に、「大胡宿の道しる΄」と呼ばれる道ඬがある。道ඬ

には、「西・前ڰ ธ野」、「南・ޔ
ご
ྋ
りΒう
（利ࠞઔのޔྋՑ؝） ґ勢」、「北・日光 大

おお
ؔ
ま
々
ま
」、「東・文

ん

化
か
̔年݆̔」とࠃまれており、赤城南麓の交通の要ুであった様子が伝わ

る॑يな史ྋとして、昭和 50 年（1975）に市の॑要有ܙ文化ࡔに指
定されている。
なお、道ඬから南に下る道路がक要地方道大胡赤城તで、大胡町交఼ࠫ

から上毛ుర大胡Ӽ北ଈのٸ
みや
関
ͧき
ڰ
ばし
西٩交఼ࠫあたりまでが「大胡ᷭԄま

つり」のक会場となっている。

（̑）歴史と伝統をൕӫした人々の活ಊとबวの市街地ڧ
˕大胡のれࢲ子
ຘ年、݆̕࠹शुのౖ日にかけて行われる「大胡ᷭԄまつり」では、日༷日

の༨方にߧ々しくも༒なࢲ子ಆが現れる。これが大胡のれࢲ子である。
大胡ᷭԄまつりでは、伝統的な神事から地域住の出し物まで多様な࠷しが

行われる。कな実ࢬҕは、北は大胡神社、西はຉ下自治会ؙ、東は大
胡町ಁ、南はໞ町交఼ࠫにҕまれる大胡地区の中ৼ部一ԃで、࠷期ؔ
中にはวり一帯がやかなฉҕـにใまれる。
まつりのϟイン行事であるれࢲ子はもともとൂ坂神社の神事として行わ

れていたもので、江戸時代期に大胡でӺබが流行し、それをめるために
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天Ԩ様（ډ
ご
ಆ
ず
天
てん
Ԩ
のう
）とれࢲ子が࿇りิくようになったのがً源と

される。実ࡏに、文
ん
政
せい
̐年（1819）の「前ڰ御

ご
用
よう
ཻ
どめ
」には、「大胡

町गډಆ天Ԩ祭礼」の記ࡎがあり、そのࠔには始まっていたこと
が推察される。また、中のࢯٵ・再য়ڱは定かではないが、明
治 13 年（1880）の祭りの࠷行بいのࣺしが見つかっているほか、
れࢲ子の୴ぎघをແめる大胡町੪年会が昭和ॵ期とࢧしき集
ࣺਇをฯ有しており、長らく続く伝統行事であることはؔҩいな
い。
神事の流れは、ౖ ༷日に大胡神社から天Ԩ様をおܶえし（神

かみ
ܶ
むか
え）、

ൂ坂神社の神༭に安置することから始まる。ൂ坂神社に向かって大
胡神社の参道を下ると、西ଈに養ྜྷ࣋、ਜ਼に大胡城をྡむこと
ができ、大胡の歴史を象徴する風ܢが広がる。続く日༷日の、ൂ
坂神社で安全بك祭がࣧり行われると、神

しん
馬
め
をಆに神༭、神৮、

世話ༀ、天ۣからなる行が町中をో御する。ޛޗ、いよいよれ
に୴ぎ入れてをうしきたりにแݤ子を֦Պのࢲ。子がౌ場ࢲ
い、15 時ࠔからにかけてࢲ子が約 700 ずつ࿇りյݤのՊ々を一ݤ
る。॰行ルーφは、ൂ坂神社を中ৼにൔܚ約 800m ものҕにわた
り、道中、ࢲ子は大胡宿道ඬのを通り、大胡城を見上げつつ、Ձ度も行き来を܃りศしながら、19
時をգぎるࠔにはᷭԄまつりのक会場にࢡを現す。会場は、上य大胡風神ଢޓのԽ৯もघ伝って一ـに
೦を帯び、୴ぎघ
はさらにߧ々しく
子を༵らしながࢲ
ら会場内のঐవや
Պ々をᎏみิく。
22 時ࢲ、ࠔ子はൂ
坂神社前にって
έライϜρέスを
ܶえる。

⬌䛾ᭀ䜜⊺Ꮚ

གྷᡶ䛔䜢䛩䜛ᭀ䜜⊺Ꮚ
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（̒）まとめ
かつて大胡れࢲ子は、ڈ大胡町時代の大胡一区の行事であったが、現在は大胡地区ڏげての行事とな

っている。大胡ᷭԄまつりの実行җҽ会によれば、これは୴ぎघのݰঙなども理由の一つであるが、その
ࠞ本には、れࢲ子を通じて大胡地区全体をり上げたいとのبいがࠒめられているのだという。
とർ΄ると、現在の地区中ৼ部はࠔと呼ばれるほどにӭえていたが、その「部の༦܌勢多」大胡町はڈ

੫かなһ象をणけてしまう。しかしながら地区住の多くは、坂東武者の名門・大胡氏に由来する地名に
々しくߧ子ಆがࢲ大なڌ、ࡏをる。実ڵりを持ち、ଠ市には見られない༒ましくയ力のある神事にގ
୴がれ、ᎏまれ、୴ぎघの़がྋのङ৯にઝまっていくࢡはまさにѻתであり、地区全体をり上げ
る力が宿っているように״じられる。
上毛ుర大胡Ӽから北へ向かってิくと、街道۔のતܙが残る通りの向こうに、߶くそびえる大胡城

が見える。その城をഐܢにء前で܃り広げられるれࢲ子は、大胡地区でしかみられないݽ有の光ܢ
であり、本市がގる΄き歴史的風致として維持向上していかなければならない。

【歴まちαラϞ・ຂ野氏と大胡】
ຂ野氏が大胡地区を統治したのは 20 数年であったが、

ຂ野氏にとっては立ൣの地であったことから、城下の
や近ྣの江

え

ぎ
村
むら
（現在の江町）の࠘など地区ఴのે

を築くことにਜ力したほか、ߧഉしていた್ٸ赤城神社の
再ݒなども行っている。これらのޯをসえるため、ຂ野
氏のかつての居城であり、大وໝな城ִ構ଆが残存する大
胡城をୈとする「大胡城・ຂ野氏まつり」を平成 27 年
（2015）から࠷している。平成 29 年（2017）以降は、
地ݫ伝統行事との૮ްՎを的として大胡ᷭԄまつり
とಋ日に࠷されるようになった。
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天Ԩ様（ډ
ご
ಆ
ず
天
てん
Ԩ
のう
）とれࢲ子が࿇りิくようになったのがً源と

される。実ࡏに、文
ん
政
せい
̐年（1819）の「前ڰ御

ご
用
よう
ཻ
どめ
」には、「大胡

町गډಆ天Ԩ祭礼」の記ࡎがあり、そのࠔには始まっていたこと
が推察される。また、中のࢯٵ・再য়ڱは定かではないが、明
治 13 年（1880）の祭りの࠷行بいのࣺしが見つかっているほか、
れࢲ子の୴ぎघをແめる大胡町੪年会が昭和ॵ期とࢧしき集
ࣺਇをฯ有しており、長らく続く伝統行事であることはؔҩいな
い。
神事の流れは、ౖ ༷日に大胡神社から天Ԩ様をおܶえし（神

かみ
ܶ
むか
え）、

ൂ坂神社の神༭に安置することから始まる。ൂ坂神社に向かって大
胡神社の参道を下ると、西ଈに養ྜྷ࣋、ਜ਼に大胡城をྡむこと
ができ、大胡の歴史を象徴する風ܢが広がる。続く日༷日の、ൂ
坂神社で安全بك祭がࣧり行われると、神

しん
馬
め
をಆに神༭、神৮、

世話ༀ、天ۣからなる行が町中をో御する。ޛޗ、いよいよれ
に୴ぎ入れてをうしきたりにแݤ子を֦Պのࢲ。子がౌ場ࢲ
い、15 時ࠔからにかけてࢲ子が約 700 ずつ࿇りյݤのՊ々を一ݤ
る。॰行ルーφは、ൂ坂神社を中ৼにൔܚ約 800m ものҕにわた
り、道中、ࢲ子は大胡宿道ඬのを通り、大胡城を見上げつつ、Ձ度も行き来を܃りศしながら、19
時をգぎるࠔにはᷭԄまつりのक会場にࢡを現す。会場は、上य大胡風神ଢޓのԽ৯もघ伝って一ـに
೦を帯び、୴ぎघ
はさらにߧ々しく
子を༵らしながࢲ
ら会場内のঐవや
Պ々をᎏみิく。
22 時ࢲ、ࠔ子はൂ
坂神社前にって
έライϜρέスを
ܶえる。

⬌䛾ᭀ䜜⊺Ꮚ

གྷᡶ䛔䜢䛩䜛ᭀ䜜⊺Ꮚ
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（̒）まとめ
かつて大胡れࢲ子は、ڈ大胡町時代の大胡一区の行事であったが、現在は大胡地区ڏげての行事とな

っている。大胡ᷭԄまつりの実行җҽ会によれば、これは୴ぎघのݰঙなども理由の一つであるが、その
ࠞ本には、れࢲ子を通じて大胡地区全体をり上げたいとのبいがࠒめられているのだという。
とർ΄ると、現在の地区中ৼ部はࠔと呼ばれるほどにӭえていたが、その「部の༦܌勢多」大胡町はڈ

੫かなһ象をणけてしまう。しかしながら地区住の多くは、坂東武者の名門・大胡氏に由来する地名に
々しくߧ子ಆがࢲ大なڌ、ࡏをる。実ڵりを持ち、ଠ市には見られない༒ましくയ力のある神事にގ
୴がれ、ᎏまれ、୴ぎघの़がྋのङ৯にઝまっていくࢡはまさにѻתであり、地区全体をり上げ
る力が宿っているように״じられる。
上毛ుర大胡Ӽから北へ向かってิくと、街道۔のતܙが残る通りの向こうに、߶くそびえる大胡城

が見える。その城をഐܢにء前で܃り広げられるれࢲ子は、大胡地区でしかみられないݽ有の光ܢ
であり、本市がގる΄き歴史的風致として維持向上していかなければならない。

【歴まちαラϞ・ຂ野氏と大胡】
ຂ野氏が大胡地区を統治したのは 20 数年であったが、

ຂ野氏にとっては立ൣの地であったことから、城下の
や近ྣの江

え

ぎ
村
むら
（現在の江町）の࠘など地区ఴのે

を築くことにਜ力したほか、ߧഉしていた್ٸ赤城神社の
再ݒなども行っている。これらのޯをসえるため、ຂ野
氏のかつての居城であり、大وໝな城ִ構ଆが残存する大
胡城をୈとする「大胡城・ຂ野氏まつり」を平成 27 年
（2015）から࠷している。平成 29 年（2017）以降は、
地ݫ伝統行事との૮ްՎを的として大胡ᷭԄまつり
とಋ日に࠷されるようになった。
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ᾂ г
ẬỮ

Ꭲ
Ặẟ

Ẑɥ
Ầみ

ඡ
ẟẵみ

˙
ẟ

Ѭ
Ặ

ܣ
ỉẦみ

ẑỉ᫋ࢧѣにみる歴史的風致

りގのふるさととしてのݍ（̏）
武士が活༄する時代が長く続いたわがࠅでは、ݍにऴでた者が

数多くഒ出された。とりわけ「ݍ豪」とসされる人物は多くいたが、
と呼ばれるのは上泉ґ勢ग（以下、ґ勢ग）ただ一人であ「ݍ」
るとされる。
ґ勢गは戦ࠅ時代のฎ法Պ・武将で、ݍढ़「新

しん
ӆ
かげ
流
りΐう

」の祖とし
てஎられる。大胡氏のࢩ族である上泉氏の一族で、名をऴ

ひで
ߟ
つな
にޛ）

信
の
ߟ
つな
にրめる）といい、大胡城のࢩ城として築かれた上泉城に在城

した。接的な史ྋが存在しないため、生
せい
ງ
·つ
年
ん
をめてその生֖に

はঀઈあるが、ີ
みの
ྡྷ
わ
城
じΒう

क
しΐ
長
なが
野
の
信
しな

の
ग
のかみ

在
あり
ݬ
わらの

業
なり
政
まさ
Պ
か

しん
録
ろく
（Ӯ

えい

ろく
年（1558））やޮՊ・山ݫ

やま
Ռ
しな
言
とき
継
つ͛
が記した「言

とき

継
つ͛
ᷯ
きΒう

記
き
」（大

たい
Ӯ
えい
̕年（1527）ʛ天

てん
ਜ਼
しΒう

̒年（1576））、ۿ本県の؛
まる

め
Պ
け
にॶされる将܋・足

あし
利
かが
ٝ
よし
ٍ
てる
からの

״
かん
য়
じΒう
（Ӯ

えい

ろく
̕年（1564）推定）などから、武ీ信ݲからのׯの༢いをஇってݍढ़र行のྃに出たこと、

時の将܋にฎ法をൺ࿒しॊ
じΐ
࢝
し
位
い
下
げ
にংせられたことなどが分かっている。

൫年には、新ӆ流を広めることにৼ݄をぎ、多くの門がࢥ事したとされる。中でも、新ӆ流のԠ
おう
ٝ
ぎ

を継承する「һ
いん
Ն
か
য়
じΒう

」は、༆
やぎ
生
ΐう
भ
む
ݭ
とし
（༆生新ӆ流）、็

ほう

ぞう
Ӆ
いん
Ӄ
いん
ӭ
えい
（็Ӆ流૨

そう
ढ़
じΐつ

؛、（
まる

め
人
くらんど

ࠦ
のすけ
（タイࣼ

しゃ

流
りΐう

ฎ法）に༫えられ、新ӆ流を継承した༆生Պは、そのޛ、ಛઔ将܋Պのฎ法指南ༀとなり、新ӆ流は
「天下平の世のݍ」として広くஎられることとなった。
新ӆ流には、「ݔ

けん
ଶ
たい
න
ひΒう

ཬ
り
」（一つのಉきにこだわらず૮घにԢじてໃ理なく変してঋつこと）や「活

かつ

人
にん
ݍ
けん
」（૮घにٗを出させてその力を利してঋつこと）といった特徴があり、༑れたݍढ़（ฎ法）であっ

たことは言うまでもないが、༑ঋ྾ഌの時代にあって出世や名よりもݍをۅめる道をમび、多くの門
をஸ名なݍढ़Պへと育て上げた指導力は、ґ勢गの人֪や人ณによるものであるとの価が߶く、そ
れらのことが༏一ໃ್の「ݍ」のসߺをもたらしたものと推察される。
市内מܣ地区の上泉町では、こうしたܾ物がഒ出されたことを町のގりであるとଌえ、戦ޛまもなく

「上泉ґ勢गݨঞ会（以下、ݨঞ会）」が足し、くからґ勢गに関する調査ݨ・ڂݜঞ活ಊが続けら
れている。

（̐）関࿊するݒଆ物
ᶅ上

かみ
泉
いずみ

城
じΒう

ᆁ
し

戦ࠅ時代の赤城南麓地帯はその大ൔを大胡氏が統治しており、上泉
には大胡城のࢩ城として上泉城が築かれ、城कは大胡氏の一族が上泉
氏を名って在城した。16 世紀に築ଆされたとߡえられ、ґ勢गのૂ
祖であるٝ

よし
ऴ
ひで
が築いたとするઈがある。

ঞ会の調査によると、城域は東西ݨ 600m、南北 400m にୣしてい
るとされ、上泉ڹ付近に本؛と್の؛が残り、西

さい
ྜྷ
りん
࣋
じ
付近が一の

ִ
くるわ

ۆ、
ぎΒく

泉
せん
࣋
じ
付近が出

で
؛
まる
と推定されている。

ୖἨ城ᆎ

ୖἨఀໃᏲ㖡ീ
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ᶆਣ
す

わ
神
じん
社
じゃ

上泉ڹにฯ؇されていた「上泉古文ॽ」に「ਣ明神」の記ࡎがあり、古くから上泉のगとして
崇ܡを集めてきたことが示されている。౫札によれば、本ాがݒଆさ
れたのは߄

こう
化
か
̒年（1847）である。

平成 26 年（2014）の「ਣ神社ݒ築調査ๅࠄ」によると、現在
の本ాをଆ営するڧ、ࡏ内にあったほかの社をᜀして「ࣥ社神社」
にրসし、明治 41 年（1908）の「上泉神社」へのրসをܨて、昭
和̒年（1929）にਣ神社へとրসされたことが分かっている。
ຘ年 10 ݆には、昭和 45 年（1970）に市の॑要ໃܙ文化ࡔに指

定された「上泉のࢲ子」がๆされるが、ࢲ子ಆやధなどはґ勢ग
がๆしたものであると伝えられている。

ᶇ伝
でん
上
かみ
泉
いずみ

ґ
い
勢
せ
ग
のかみ

ฺ
·

ひ

西ྜྷ࣋の࣋伝によると、当࣋は上泉城क上泉ߟݓの
த子・上泉ґ勢ग౽ݬ信ߟのเॶであるとされ、本
ಌਜ਼には「新ӆ流祖 上泉ґ勢ग౽ݬऴߟเॶ」
の札がܟげられている。็࣋には、上泉ґ勢गが日本
ॵのݍ道天ལでਜ਼

お お ぎ
町
まち
天皇から下

か
ࣂ
し
されたと伝わるॉ

٢のহが入った御
お
前
まえ
ط
つくえ

がある。
本ಌཬの一ֱは、歴代住৮のฺ地になっており、そ

の中ৼには「基હ室ݲ参」とࠃまれたฺがあ
り、地ݫではґ勢गのฺであると伝えられてい
る。ฺ前には、ງ 400 年祭の記೨にݒ立された
ݍ」 上泉ґ勢ग౽ݬ信ݨߟঞ೯」があり、
ض
き
ᓾ
ごう
は当時の内ֵ૱理大で群馬県出ਐのෳీ

᪅
たけ

お
氏によるものである。

ᶈ上
かみ
泉
いずみ

ڹ
ごう

͛ら

װ
かん
政
せい
̖年（1796）、上泉城本؛に前ൣڰがݒてた̖ؔؔ・Ԡ行

̑ ・ؔ平Բݒのౖで、َ ᰵにඍえてࠆ物をடえることを的とした。
明治以降、県内のڹはଠの的に利用され、本来のࢡを失うものが
多かったが、上泉ڹは明治 42 年（1909）まで当ॵ的のまま使用
された。
昭和 26 年（1951）に「上泉ڹ 

つけたり
上泉古文ॽ」として県の史

に指定され、平成̓年（1993）に全解体र理が行われている。

ㄶゼ⚄♫

ఀໃᏲ䛾ᥦᡤ䛸䛥䜜䜛すᯘᑎ䠄ᕥ䠅

ᮏᇽ๓䛻ᥖ䛢ら䜜たᮌᮐ䠄ྑ䠅䛻䛿䛂᪂㝜ὶ㛤♽ୖἨ

ఀໃᏲ⸨ཎ⚽⥘ᥦᡤ ୖ౪ 32ᖺ䠄1957䠅䛃䛸䛒䜛

ఀໃᏲ䛾䛸ఏ䜟䜛☃ᚚ๓ᮘ
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ᶆਣ
す

わ
神
じん
社
じゃ

上泉ڹにฯ؇されていた「上泉古文ॽ」に「ਣ明神」の記ࡎがあり、古くから上泉のगとして
崇ܡを集めてきたことが示されている。౫札によれば、本ాがݒଆさ
れたのは߄

こう
化
か
̒年（1847）である。

平成 26 年（2014）の「ਣ神社ݒ築調査ๅࠄ」によると、現在
の本ాをଆ営するڧ、ࡏ内にあったほかの社をᜀして「ࣥ社神社」
にրসし、明治 41 年（1908）の「上泉神社」へのրসをܨて、昭
和̒年（1929）にਣ神社へとրসされたことが分かっている。
ຘ年 10 ݆には、昭和 45 年（1970）に市の॑要ໃܙ文化ࡔに指

定された「上泉のࢲ子」がๆされるが、ࢲ子ಆやధなどはґ勢ग
がๆしたものであると伝えられている。

ᶇ伝
でん
上
かみ
泉
いずみ

ґ
い
勢
せ
ग
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ฺ
·

ひ

西ྜྷ࣋の࣋伝によると、当࣋は上泉城क上泉ߟݓの
த子・上泉ґ勢ग౽ݬ信ߟのเॶであるとされ、本
ಌਜ਼には「新ӆ流祖 上泉ґ勢ग౽ݬऴߟเॶ」
の札がܟげられている。็࣋には、上泉ґ勢गが日本
ॵのݍ道天ལでਜ਼

お お ぎ
町
まち
天皇から下

か
ࣂ
し
されたと伝わるॉ

٢のহが入った御
お
前
まえ
ط
つくえ

がある。
本ಌཬの一ֱは、歴代住৮のฺ地になっており、そ

の中ৼには「基હ室ݲ参」とࠃまれたฺがあ
り、地ݫではґ勢गのฺであると伝えられてい
る。ฺ前には、ງ 400 年祭の記೨にݒ立された
ݍ」 上泉ґ勢ग౽ݬ信ݨߟঞ೯」があり、
ض
き
ᓾ
ごう
は当時の内ֵ૱理大で群馬県出ਐのෳీ

᪅
たけ

お
氏によるものである。

ᶈ上
かみ
泉
いずみ

ڹ
ごう

͛ら

װ
かん
政
せい
̖年（1796）、上泉城本؛に前ൣڰがݒてた̖ؔؔ・Ԡ行

̑ ・ؔ平Բݒのౖで、َ ᰵにඍえてࠆ物をடえることを的とした。
明治以降、県内のڹはଠの的に利用され、本来のࢡを失うものが
多かったが、上泉ڹは明治 42 年（1909）まで当ॵ的のまま使用
された。
昭和 26 年（1951）に「上泉ڹ 

つけたり
上泉古文ॽ」として県の史

に指定され、平成̓年（1993）に全解体र理が行われている。
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（̑）歴史と伝統をൕӫした人々の活ಊとबวの市街地ڧ
のふるさとづくり「ݍ」˕
Π 子ࢲのҔ人としての認識と上泉のౖڹ

現在の上泉町一帯で、ґ勢गがいつからౖڹのҔ人として認識されてい
たのかをஇするࡒྋとして、古いものではఅ

じΒう
ڙ
きΒう

ڰ年（1684）の「前ݫ
風ౖ記」がڏげられる。

上泉武蔵守信綱。上野国勢多郡上泉村人也。当時好剣術日夜尽心。後尤得於其精。故

公方召至于洛陽師尊賜官従四位下。柳生氏。親受其術伝于今以為祖焉。（漢字は常用に

変換）

（上泉武蔵
むさし

守
のかみ
信綱は、上野国勢多郡上泉村の人也

なり
。当時、剣術を好

よ
くし日

にち
夜
や
心を尽

くす。後
のち
、尤
もっと
もその精を得たり、故に公

く
方
ぼう
召して洛

らく
陽
よう
に至らしめ、師とし尊

たっと
んで官を

従
じゅ
四
し
位
い
下
げ
に賜う。柳生氏、親しくその術を受け、今に伝えて以

これ
を祖と為す。）

また、明治 31 年（1898）の「前ڰҌ内」では、名ॶڈの
一つとして「上泉村信ߟ山」が়ղされている。

上泉村は市を距
へだて
る東一里十余町、昔々上泉城所在の地なり。曰く、

上泉武蔵守信綱、当時（以下、前橋風土記の文章引用）（中略）信玄に

仕え撃
げき
剣
けん
を以て名あり後、暇

いとま
を乞うて武者修行し、和州に於

おい
て其

その
術
じゅつ

を柳生又左衛門宗
むね
重
しげ
に伝授し、後名を武蔵守と改む云々。（漢字は常用

に変換、句読点を追加）

これら̐つの史ྋの存在により、前ڰの住はかなりいஊから、上泉出ਐのґ勢गがݍढ़のୣ
人で、それが༆生Պに伝दされていることを認識していたことが分かる。特に、ґ勢ग生ஂの地であ
る上泉の住にとって、その認識はඉに強く、古くからౖڹのҔ人をসえるのࠞ的な活ಊがఴ
されていたとߡえられる。実ࡏに、上泉城ᆁ近ྣの西ྜྷ࣋には、ґ勢गのฺと伝わる古いฺがある
が、これは地区住によってງޛしばらくしてからݒ立されたՆが߶く、古来より伝わる「上
泉のࢲ子」がਣ神社から上泉城ᆁまで࿇りิくようになったのも、地区でґ勢गが認識されるよ
うになったޛのことで、ґ勢गへのःқをනすために始められ
たものである。
上泉のࢲ子は、ԗく承

じΒう
和
わ
年ؔ（834ʛ848）に始まったと

され、ࠆޔ豊ৡと地域の平和とൡӭのبいをࠒめて、ຘ年 10
݆ 17 日近の日༷日に行われるਣ神社のྭ祭にてๆされ
る。県内に伝わるࢲ子のどの流ഁにもさない独特ので、
ಊきがΑっくりとしており、足さばきに歌تやկֺのの振
り付けが見られる特徴がある。このࢲ子で現在使われている
時代にґ勢ࠅ子ಆやధなどは、明֮な年代は明であるが戦ࢲ ୖἨ䛾⊺Ꮚ⯙ 㝃 ⊺Ꮚ㢌䠏Ⅼ

䠄市ᣦᐃ䛾㔜せ↓ᙧẸᩥ㈈䠅

䛄๓ᶫ㢼ᅵグ䛅

䛄๓ᶫෆ䛅 ୍㒊ᨵኚ

䠄ฟ䠖⩌㤿┴❧ᅗ᭩㤋䝕䝆䝍䝹䝷䜲䝤䝷䝸䞊䠅
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गがๆしたものであると伝えられており、この伝承以降、ࢲ子が上泉城ᆁまで行するようにな
った。
行は現在もຘ年行われており、一行は、ਣ神社のཆかޛ方にそびえる赤城山に向かって北上

し、かつて城の南の要֒をなした౩
もも
ό
の

き
ઔ
がわ
をోり、ґ勢गのฺがဥむ西ྜྷ࣋の南通りから再度北上

して上泉城ᆁ（上泉町ޮؙ）へ入り、古ࣞΑかしいをๆしている。

イ のふるさとづくりݍঞ活ಊを通じたݨ
上泉の住にとってґ勢गはౖڹのҔ人であり、ґ勢गをসえ

るのࠞ的な活ಊは古くから行われていたが、ґ勢गの生֖やҔ
業を部に向けて信し、上泉を「ݍのふるさと」にふさわしい
地区にしていこうとする活ಊは、上泉ґ勢गݨঞ会から始まった
ものである。
ঞ会が足した時期は定かではないが、昭和ݨ 34 年（1959）に

で「ງ࠷ঞ会のकݨ 380 年記೨ࣞ」が࠷され、日本ݍ道࿊࠹
や༆生भՊをডいて新ӆ流のԍ武が行われたことが当時のޒ߶
新ซ記事にࡎܟされており、以降、さま͡まな活ಊが行われてい
る。

・昭和 34 年（1959）
新ӆ流 14 代༆生ݭ

とし
長
なが
氏をডいてງ 380 年記೨ࣞ

・昭和 54 年（1979）
ງ 400 年祭、西ྜྷ࣋のฺ前にݨঞをݒ立

・昭和 60 年（1985）
15 代Ԉ

の
ॡ
はる
氏をডいてฺ参

・平成 20 年（2008）
生ஂ 500 年祭にて上泉城ᆁにґ勢गのಖをݒ立
「ґ勢ग生ஂの里」（൚ܗとܗ）のઅ置始

・平成 28 年（2016）
東ښ༆生会による上泉宿
16 代ߠ

こう
一
いち
氏をডいて̏յ新ӆ流流祖祭（市との࠷ڠ）

上泉城ᆁに੶「流祖生ஂ೯地」をݒ立
・平成 29 年（2017）

16 代ߠ一氏をডいて̐յ新ӆ流流祖祭（市との࠷ڠ）
ঞ会のಉきかけによりݨ BS ๎ૻの̐時ؔχラϜ「新ӆ流
上泉ґ勢ग信ߟ」が๎ӫされる

・ྫ和 年（2019）ݫ
16 代ߠ一氏をডいて̑յ新ӆ流流祖祭（市との࠷ڠ）

⏕ㄌ 500 ᖺグᛕ☃䠄ᕥ䠅䛾㞄䛾ὶ♽

⏕ㄌஅ地䛾☃䠄ྑ䠅䛻䛿䚸༳ྍ≧䛾

୍ᩥ䛷䛒䜛䛂ୖஅ䝝ྍᐤ┿ᐿஅ

ேೃ䛃䠄䛾ୖ䛾䛿┿ᐇ䛾ே䛻ᐤ

䜛䜉䛟ೃ䠅䛜้䜎䜜䛶䛔䜛

ἐ 380ᖺグᛕᘧ䛾┿

䠄 34ᖺ䠄1959䠅䠅

 54ᖺ䠄1979䠅ᘓ❧䛾㢧ᙲ☃
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⏕ㄌ 500 ᖺグᛕ☃䠄ᕥ䠅䛾㞄䛾ὶ♽

⏕ㄌஅ地䛾☃䠄ྑ䠅䛻䛿䚸༳ྍ≧䛾

୍ᩥ䛷䛒䜛䛂ୖஅ䝝ྍᐤ┿ᐿஅ
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こうしてみると、ݨঞ会の活ಊは節の記೨
行事の࠷から始まり、時ؔをかけて上泉がґ
勢ग生ஂの地であることを内にஎらしめ、༆
生Պとの交流を深める力を続けてきたこと
が分かる。また、ؽ会あるごとに੶やಖ、
൚をઅ置し、「ݍのふるさと」「流祖生ஂの
地」としてのฉҕـづくりを続けてきた足も
見てखれる。現在、これらがޯし、当地を
れる歴史ѬՊやݍढ़ѬՊなどがଁえてい
るという。
また、༆生Պとの交流を深める中

で、ݨঞ会の会ҽ数名が新ӆ流のݍ
ढ़र行を॑、༆生भՊのڒՆをಚ
て平成 16 年（2004）から地ܣ・ݫ

かい

מ
がや
中学校の武道場でܦ古会を行う

ようになった。現在では上泉町自
治会が新અした集会ॶを道場とし
て使用している。始当ॵこそ会
ҽಋ士のܦ古وໝであったが、「天下一のݍढ़」のから参加者が
অ々にଁ加、֦地でかれるイϗンφや武道大会などでԍ武のғབ
が寄せられるようになった。やがて、ԍ武でൺ࿒される༑れたٗの
数々に״໑をणけたݍ道体から、ݨঞ会に対し、大会のץにґ勢
गの名前を使用したいࢭのਅし出がなされた。こうして始まったの
が、平成 29 年（2017）からの「上泉ґ勢ग・赤城神社ๆ武道
大会」とྫ和ݫ年（2019）からの「上泉ґ勢गʲ信

の
ߟ
つな
ظ
き
ʳݍ道大会」

である。特に、赤城神社ๆ武道大会は、文武の神としてஎられ、
かつてґ勢गが山もりのर行をしたと伝わるࢀୖ赤城神社（ࢀ
ୖ町）のڧ内で行われる伝統の大会で、 30 յを記೨して「上泉
ґ勢ग」とץするようになったものである。現在では多くのঙ年
・ґ勢गと新ӆ流のことを認識し、ಎれの存在にݍ、士たちがݍ
なっているという。
このほか、平成 18 年（2006）にはݨঞ会からഁ生した「上泉ґ勢

ग
むつみ

会
かい
」が足し、ґ勢गの生֖をୌࡒにした「ൂ節」（ྈ毛地域

のང）をߡҌし、֦地でのおൺ࿒にۊしんでいる。
このように、ݨঞ会が足したことで、ґ勢गにまつわる記೨行

事が定期的に࠷されるようになり、ґ勢ग生ஂの地であることを
示すڧඍが進んだ。また、近年では新ӆ流のܦ古からݍ道大会、
ངまで、幅広く「ґ勢ग」をץする活ಊが続けられている。

䛂ୖἨఀໃᏲ ⏕ㄌ䛾㔛䛃ෆ┳ᯈ䠄ᕥ䠖┳ᯈᆺ䚸ྑ䠖ⅉ⡲ᆺ䠅

᪂㝜ὶ䜢ᢨ㟢䛩䜛㢧ᙲ䛾ဨ

₇Ṋ䛷䛿ఀໃᏲ䛜⪃䛧た䛸䛥䜜䜛

䛂⿄➉ย䛃䛜⏝䛔ら䜜䜛

赤城⚄♫ዊ⣡Ṋ㐨䛾ᵝᏊ

᪂㝜ὶὶ♽⚍䛾ᵝᏊ

すᯘᑎからୖἨ城ᆎ䜎䛷䛾⾜ิ

䠄ୖ䞉୰䠅

ᰗ⏕᐀ᐙ䛸㛛ᘵ䛻䜘䜛₇Ṋ䠄ୗ䠅
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なお、上泉城ᆁの࢝方をҕむक要通路は、古くから「ґ勢ग中ԟ通り」、「ґ勢ग北通り」、「ґ勢ग
西通り」、「ґ勢ग南通り」とসされていたが、地区の自治会が「前ڰ市道路Ѭস名ౌ録度」にਅ੧
し、平成 26 年（2014）に本市の道路Ѭসとしてౌ録されている。
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26

（̒）まとめ
上毛ుర中ԟ前ڰӼからుऄにって 10 分ほど、Ԍતに「上泉ґ勢ग 生ஂの里」の൚がにつき

はじめてؔもなく上泉Ӽに౺着する。Ӽを降り、の前のਣ神社を出したࢲ子のޛを௧って北上
すると、̐つのՑઔにҕまれた古風で落ち着いたฉҕـの集落が見えてくる。一行は、あちらこちらに
「上泉ґ勢ग」の൚が立つ西ྜྷ࣋の南通りを東に進み、やがて坂道をౌって城とࢧしき߶ୈにྣ接
する町の集会ॶී地へと入っていく。そこでは、႔と立つ武士のಖと「流祖生ஂの地」とࠃまれた੶
をഐに、古流ݍढ़のـയあふれるԍ武が܃り広げられている。
これが、新ӆ流流祖祭当日の光ܢである。流祖祭そのものはまだ始まってؔもないが、古くから地ݫで

継承されてきたࢲ子や、ݨঞ会による֦झのڧඍ、༆生Պとの長年にわたる交流が下地となって、
。会となっているؽな॑يできる״の風情やटを接体「のふるさとݍ」
ґ勢गのޯはかてから߶く価されていたが、史ྋのঙなさΑえに、その生֖や活༄りをඵいた

ॽがঙなく、長らく「எる人ぞஎる」存在であった。近年、ΠωϟやΰーϞなどのαンτンツ産業がٺ
成長する中、古流ݍढ़や武将がέϫーθΠρϕされるؽ会がଁٺし、「ౝݍঃ子」と呼ばれる೦ڲ的Ѭ
Պの出現や、Αかりの地を॰る「地॰礼」人ـの߶まりにより、ґ勢गや新ӆ流への度は以前とは
ർֳにならないほど߶まっている。
昭和 30 年代から続くݨঞ会の活ಊは、当ॵはґ勢गの存在をஎらしめることに॑きを置き、大Ցχラ

Ϝでの๎ӫを൷بとしていた。しかし、ࠕࡤのݍढ़・武将ϔーϞは、χラϜ๎ӫをཆかにしの͛ްՎをඁ
めており、それにԢじて活ಊのスτージを進めるච要があるとߡえられる。
、進められており࣏൚અ置などがॳ、ঞ会による地道なखりૌみにより、すでに੶やಖݨ、い߀

れる人へのおもてなし（ϙスϒタϨτΡ）の基本的६ඍはっている。また、近年では度の߶まり
や観光ٮのଁ加にい、ݨঞ会の活ಊがより一層活化し、「新ӆ流流祖祭」の࠷などを通じてさらな
るຳ力信も進められている。
じられるよ״を「のふるさとݍ」し、この地をれる୯もがܠঞ会・地域住・行政が࿊ݨ、はޛࠕ

う、そのڧづくりをより一層進めることが॑要である。
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Ⅲ-̑ ಊにみる歴史的風致の広がりঞݨʰચґगʱのݍ

歴史的風致のҕ

歴史的ݒଆ物
そのଠのݒଆ物

凡例

28

Ⅲ 赤城信仰と南麓集落にみる歴史的風致の広がり
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歴史的風致のҕ
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Ⅲ - ３　剣聖「上泉伊勢守」顕彰活動にみる歴史的風致の広がり



27

Ⅲ-̑ ಊにみる歴史的風致の広がりঞݨʰચґगʱのݍ

歴史的風致のҕ

歴史的ݒଆ物
そのଠのݒଆ物

凡例

28

Ⅲ 赤城信仰と南麓集落にみる歴史的風致の広がり

歴史的ݒଆ物

凡例

そのଠのݒଆ物

歴史的風致のҕ

॑要文化ࡔ

― 185 ―

赤城信仰と南麓集落にみる歴史的風致の広がり
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ࢁ৴ڼʹΈΔ
త෩கͷൣғ࢙ྺ

ʮେމΕࢠࢰʯʹΈΔ
త෩கͷൣғ࢙ྺ

ಈ׆জݦʮ্ઘҏकʯͷ
ʹΈΔྺ࢙త෩கͷൣғ

ʮେމΕࢠࢰʯʹΈΔ
త෩கͷൣғ࢙ྺ

ಈ׆জݦʮ্ઘҏकʯͷ
ʹΈΔྺ࢙త෩கͷൣғ
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